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はじめに

取扱説明書について
本機の取扱説明書は以下のような構成です。

•	安全上のご注意/保証規定/アフターサービス（付属）

•	クイック･スタート・ガイド（付属）
はじめにお読みください。本機の基本的な操作のしかたなどを説明しています。

•	取扱説明書（本書）
本機の詳細な機能の使い方を説明しています。

取扱説明書の表記
本取扱説明書では、minilogue xdとminilogue xd moduleを総称して“minilogue xd”と表記し
ます。製品を限定して説明する場合、minilogue xdのみのときは xd で、またminilogue xd 
moduleのみのときは xd-m で示します。
特に断りが無い場合は、minilogue xdのパネル図を使用しています。

マーク  、Note、Tip
これらのマークは、順番に、使用上の注意、ノート、アドバイスを表しています。

主な特長
•	フラッグシップのアナログ・シンセサイザー“prologue”から受け継いだアナログ・シンセ回路
を4ボイス搭載しています。

•	ノイズ・ジェネレーターやVPMオシレーターのほか、自由にデザイン可能な“ユーザー・オシレー
ター”を実現するMULTI ENGINEを搭載しています。アナログの2VCOと組み合わせ、幅広い
音作りが可能です。

•	高品位なデジタル・エフェクト（モジュレーション、リバーブ、ディレイ）を搭載しています。

•	500のプログラム（工場出荷時は200のプリセット・プログラムと300のユーザー・プログラム）
を瞬時に呼び出し、それらを保存することが可能です。

•	強力な16ステップ、ポリフォニック・シーケンサーを搭載しています。

•	オシロスコープの機能を搭載し、パラメーター変化を視覚的にディスプレイに表示します。

•	シンクすることで他のグルーブ・ギアとセッションすることが可能です。

•	CV IN端子を2つ搭載しており、モジュラー・シンセサイザー等からパラメーターをコントロー
ルすることが可能です。

•	 xd-m キーボード・モードでは、ボタン1～ 16で演奏やシーケンス・データの入力ができます。
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各部の名称と接続

フロント・パネル
フロント・パネルのノブ、スイッチ、ボタン名は、以下のとおりです。

1. マスター・コントロール

3. VCO 1/VCO 2/MULTI ENGINEセクション2. VOICE MODEセクション

5. FILTERセクション

6. AMP EG/EG/LFOセクション

4. MIXERセクション 7. EFFECTSセクション

13. KEYBOARDスイッチ

8. ディスプレイ

10. EDIT/SEQUENCER
      セクション

9. PROGRAM/VALUE
　 ノブ

11. ボタン1～16

12. ジョイスティック

xd

xd-m

1.	 マスター・コントロール
MASTERノブ
OCTAVEスイッチ (p.10)
TEMPOノブ (p.17)
PORTAMENTOノブ (p.17)

2.	 VOICE MODEセクション (p.17)
VOICE MODE DEPTHノブ
VOICE MODE TYPEスイッチ

3.	 VCO 1/VCO 2/MULTI ENGINEセクション
VCO 1 (p.18)
WAVEスイッチ
OCTAVEスイッチ
PITCHノブ
SHAPEノブ

VCO 2 (p.18)
WAVEスイッチ
OCTAVEスイッチ
PITCHノブ
SHAPEノブ
SYNCスイッチ
RINGスイッチ
CROSS MOD DEPTHノブ
MULTI ENGINE (p.19)
NOISE/VPM/USRスイッチ
ディスプレイ
TYPEノブ
SHAPEノブ
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4.	 MIXERセクション (p.22)
VCO 1ノブ
VCO 2ノブ
MULTIノブ

5.	 FILTERセクション (p.23)
VCF
CUTOFFノブ
RESONANCEノブ
DRIVEスイッチ
KEYTRACKスイッチ

6.	 AMP EG/EG/LFOセクション
AMP EG (p.24)
ATTACKノブ
DECAYノブ
SUSTAINノブ
RELEASEノブ
EG (p.24)
ATTACKノブ
DECAYノブ
EG INTノブ
TARGETスイッチ
LFO (p.25)
WAVEスイッチ
MODEスイッチ
RATEノブ
INTノブ
TARGETスイッチ

7.	 EFFECTSセクション (p.26)
DEL/REV/MODスイッチ
OFF/ON/SELECTスイッチ
TIMEノブ
DEPTHノブ

8.	 ディスプレイ (p.10) (p.47)

9.	 PROGRAM/VALUEノブ (p.10) (p.33)

10.	EDIT/SEQUENCERセクション
EDIT (p.33)
EDIT MODEボタン
WRITEボタン
EXITボタン
SHIFTボタン
SEQUENCER (p.27)
MOTION MODEボタン
PLAYボタン
RECボタン
RESTボタン

11.	ボタン1〜16  (p.11) (p.12) (p.13) (p.27) 
(p.31) (p.33)

12.	ジョイスティック (p.10)

13.	xd-m KEYBOARDスイッチ (p.11)



7

リア・パネルとセットアップ
下の図は、本機の基本的な接続例です。お使いのシステムに応じて、適切に接続してください。

5. MIDI IN、OUT端子
6. SYNC IN、OUT端子

7. CV IN 1、2端子 9. OUTPUT  L/MONO、R端子

ヘッドホン

INPUT

INPUT

パワード・モニター・スピーカー
ダンパー・ペダル、
ペダル・スイッチ等

8. DAMPER端子2. コード・フック
       (minilogue xdのみ）

CV OUT

10.    （ヘッドホン）端子
3.   （電源）スイッチ

4.      （USB B）端子

MIDIキーボード、リズム・マシン等

MIDI OUT

サウンド・モジュール、リズム・マシン等
コンピューター

USB

ACアダプター
（付属）

グルーブ・マシン

SYNC IN

MIDIケーブル

MIDI IN

ステップ・シーケンサー、
モジュラー・シンセサイザー等 

ステレオ・ミニ・ケーブル

モノラル・ミニ・ケーブルUSBケーブル
MIDIケーブル

1. DC 9V           端子

7.	 CV IN 1/2端子 (p.56)
CV出力が可能な機器を接続し、本機のパラメーター
をコントロールします。電圧レベルは－5V～＋5V
です。モノラル・ミニ・ケーブルを使用します（ステ
レオ・ミニ・ケーブルも使用可）。

8.	 DAMPER端子
別売のコルグDS-1Hダンパー・ペダル、PS-1、
PS-3ペダル・スイッチを接続し、ダンパー機能をコ
ントロールします。
 本機はハーフ・ダンパー機能に対応していません。

9.	 OUTPUT L/MONO、R端子 (p.8)
パワード・モニター・スピーカーなどを接続します。
音量はMASTERノブで調節します。モノラルで出
力するときはOUTPUT L/MONO端子に接続して
ください。

10.	ヘッドホン端子 (p.8)
ヘッドホンを接続します。OUTPUT端子からの出
力と同じ信号を出力します。

1.	 DC 9V 端子 (p.8)
付属のACアダプターのDCプラグを接続します。

2.	 xd コード・フック (p.8)
ACアダプターのコードが誤って抜けるのを防ぐた
め、コードを引っかけて固定します。

3.	 電源スイッチ (p.8)
本機の電源を入れたり、切ったりします。

4.	 USB B端子 (p.57)
コンピューター等を接続し、MIDIデータを送受信し
ます。

5.	 MIDI IN、OUT端子 (p.56)
外部MIDI機器を接続し、MIDIデータを送受信しま
す。

6.	 SYNC IN、OUT端子 (p.55)
コルグvolcaシリーズのSYNC IN、OUT端子などと
接続すると、出力されるパルスとステップで同期し
ます。SYNC OUT端子はステップのはじめに15ms
のパルスを5Vで出力します。ステレオ・ミニ・ケー
ブルを使用します。
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ACアダプターを接続する
1.	 付属のACアダプターのDCプラグを、リア・パネルのDC 9V端子に接続します。

	必ず付属のACアダプターをお使いください。他のACアダプターを使用した場合、故障の原
因となります。

xd ACアダプターのコードをコード・フックに引っかけます。
	コードをフックから外すときは、無理に引っ張らないでください。プラグの破損の原因になり
ます。

2.	ACアダプターのプラグを電源コンセントに接続します。
	電源は必ずAC100Vを使用してください。

オーディオ機器を接続する
	機器の電源がオフの状態で行ってください。電源をオンにした状態で接続すると、機器やス
ピーカーが破損する場合があります。

•	 OUTPUT L/MONO、R端子に、パワード・モニター・スピーカーやミキサーなどを接続します。
モノラルで出力するときはOUTPUT L/MONO端子に接続します。

•	 ヘッドホンを使うときは、ヘッドホンのプラグをヘッドホン端子に接続します。
Tip:	OUTPUT端子、ヘッドホン端子での音量はMASTERノブで調整します。

コンピューターやMIDI機器を接続する
本機をUSBまたはMIDI経由でコンピューターまたは他のMIDI機器に接続し、ノート・データを送受
信します。詳しくは、「他機器と一緒に使う」（p.55）を参照してください。
また、もう一台のminilogue xdとポリ・チェイン接続することができます。詳しくは、「Poly 
Chain」（p.46）、「ポリ・チェイン」（p.51）を参照してください。

電源のオン、オフ
電源をオンにする

本機とパワード・モニター・スピーカーなどの外部出力機器の電源がオフになっていることを確認
し、すべての機器の音量を最小にします。

1.	 リア・パネルの電源スイッチを長押しし、ディスプレイに“minilogue xd”と表示されたら電源ス
イッチから手を離します。
ディスプレイに“Tuning...”と表示され、15秒程アナログ・シンセ回路のチューニングを行いま
す。その後プレイ・モードに入ります。

2.	パワード・モニター・スピーカーなどの外部出力機器の電源をオンにします。

3.	 外部出力機器の音量を上げ、本機のMASTERノブで音量を調節します。
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電源をオフにする
電源をオフにすると、本体に保存されていないプログラムのデータは消えてしまいます。エディッ
トしたプログラムなど、大切なデータは必ず保存してください（p.16「プログラムの保存」）。

1.	 パワード・モニター・スピーカーなどの外部出力機器の音量を下げ、電源をオフにします。

2.	本機のリア・パネルの電源スイッチを、ディスプレイの表示が消えるまで長押しします。
	電源をオフにした後、再度オンにする場合は、約10秒待ってからにしてください。

オート・パワー・オフ機能
本機にはオート･パワー ･オフ機能があり、フロント・パネルや鍵盤などの操作、MIDI入力をしない
状態が約20分経過すると、自動的に電源がオフになります。
オート･パワー ･オフ機能は、以下の手順で無効にすることができます。

1.	 EDIT MODEボタンを押します。
エディット・モードに入り、ディスプレイには以下のように表示されます。

2.	 PROGRAM/VALUEノブを回して、“GLOBAL EDIT”を選びます。
GLOBAL EDITモードに入ります。
Tip:	GLOBAL EDITは、EDIT MODEボタンを何度か押して選ぶこともできます。

3.	ボタン8を3回押します。
ディスプレイに“Auto Power Off”と表示されます。

4.	 PROGRAM/VALUEノブを回し、“Off”を選びます。

5.	 EXITボタンを押します。
プレイ・モードに入り、ディスプレイにプログラム名が表示されます。

1 2 3 4 5 6 7 8 1110 129 13 14 15 16

3

1

2, 4

5
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演奏する

プログラムを選んで演奏する
本機には、500のプログラム・メモリーが用意されています。工場出荷時はプログラム1～ 200にプ
リセット・プログラムが割り当てられています。プログラム201～ 500はInit Program（初期化さ
れたプログラム）です。

1.	 プレイ･モードに入っていることを確認します。
プレイ･モードではEDIT MODEボタンが消灯します。点灯しているときは、EXITボタンを押し
ます。

2.	 PROGRAM/VALUEノブを回して、プログラムを選択します。
ディスプレイにプログラム名が表示されます。プログラムのリストは、「プログラム・リスト」
（p.61）を参照してください。

Tip:	ディスプレイは、プログラム名を表示するだけでなく、オシロスコープ機能を搭載し、音を
電気信号の波形として表示することができます。

3.	 鍵盤を弾いたり、フロント・パネルのOCTAVEスイッチやジョイスティック等を操作してみましょう。
OCTAVEスイッチを操作すると、鍵盤の音域を－2～＋2オクターブの範囲
で設定することができます。
ジョイスティックは、左右の動きでピッチ、上下の動きでカットオフ周波数
やビブラートの深さを変化させます。ジョイスティックでコントロールする
パラメーターは変更することができます。詳しくは、「ボタン4 (JOYSTICK)」
（p.35）を参照してください。
VOICE MODE TYPEスイッチでボイス・モードを切り替えます。ボ
イス・モードを選んで演奏してみてください。ボイス・モードについ
ては、「VOICE MODEセクション」（p.17）を参照してください。

2

消灯していることを確認1
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xd-m  キーボード・モードで演奏する
minilogue xd moduleでは、MIDI IN端子やUSB B端子で接続した外部機器の鍵盤で演奏するだけ
でなく、キーボード・モードをオンにしてボタン1～ 16で演奏したりすることもできます。
ボタン1～ 16でステップ・レコーディングやリアルタイム・レコーディングも可能です。

1.	 KEYBOARDスイッチを上に倒し、キーボード・モードをオンにします。
ディスプレイの右上に鍵盤アイコン“  ”が表示されます。

2.	ボタン1～16で演奏します。
ボタン1～ 16の点灯で白鍵、黒鍵を表します。

3.	 演奏が終わったら、KEYBOARDスイッチを下に倒し、キーボード・モードをオフにします。

ボタン1 ～ 16について
minilogue xd moduleのボタン1～ 16は、キーボード・モードがオフのときに以下のような操作が
行えます。

•	フェイバリット・プログラム： 呼び出し、登録

•	エディット・モード： エディット・ページの選択

•	シーケンサー演奏時： ステップ表示

•	ステップ・レコーディング： ステップのゲート・タイム変更、ステップの選択

•	ステップ・エディット： ステップの有効、無効の設定、ノートとモーション・シーケンスの入力
Note:	キーボード・モードがオンのときは、これらの操作が行えません。必要に応じて

KEYBOARDスイッチでキーボード・モードの設定を切り替えてください。
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フェイバリット機能を使う
フェイバリット機能では、お気に入りのプログラムを16個登録し、簡単に呼び出すことができます。
GLOBAL EDITモードの「Shift Function」で、あらかじめ“Favorite”を選択してください（工場出
荷時は、Favoriteが設定されています）。詳しくは、「Shift Function」（p.47）を参照してください。

フェイバリット・プログラムを呼び出す
1.	 プレイ・モードで、SHIFTボタンを押しながらボタン1～16から1つを押します。

ボタンにフェイバリット・プログラムとして登録されているプログラムが呼び出され、ディスプ
レイにそのプログラム名が表示されます。

フェイバリット・プログラムを登録する
1.	 プレイ・モードでPROGRAM/VALUEノブを回し、気に入ったプログラムを選びます。

ディスプレイにプログラム名が表示されます。

2.	 SHIFTボタンを押しながら、ボタン1～16から1つを長押しします。
プログラムがフェイバリット・プログラムとして登録され、ディスプレイに“Registered to 
Favorite”と表示されます。
Tip:	フェイバリット・プログラムの登録は、GLOBALの設定として保存されます。

1 2 3 4 5 6 7 8 1110 129 13 14 15 16

1

1

1 2 3 4 5 6 7 8 1110 129 13 14 15 16

2

2

1
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シーケンサーの演奏
各プログラムには、シーケンス・データが含まれます。ここでは、プリセット・プログラムに録音さ
れているシーケンス・データを演奏しましょう。

1.	 プレイ・モードでPROGRAM/VALUEノ
ブを回し、プログラムを選びます。
ディスプレイにプログラム名が表示され
ます。

2.	 SEQUENCERのPLAYボタンを押します。
プログラムに録音されている、シーケン
ス・データの演奏を開始します。
シーケンサーの演奏中は、ボタン1～ 16
の点灯で現在のステップを示します。
Tip:	シーケンサーのテンポはプログラムごとに設定されています。テンポはSEQ EDITモード

の「BPM」（p.40）で変更できます。またTEMPOノブを回すと、BPM 56.0 ～ 240.0の範
囲で調節することができます。

3.	 演奏を終了するときは、もう一度PLAYボタンを押します。

2, 3

1
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プログラムについて

プログラムの構成
プログラムには、音色、ボイス・モード、エフェクトの設定の他、シーケンス・データなどの設定が
含まれます（MASTERノブ、ジョイスティックは含まれません）。
それぞれのパラメーターをエディットし、いろいろな音を楽しんでください。

MASTER
TEMPO
OCTAVE
PORTAMENTO
VOICE MODE DEPTH
VOICE MODE Type

VCO 1
WAVE
OCTAVE
PITCH
SHAPE

VCO 2
WAVEOCTAVE
PITCH
SHAPE
SYNC
RING
CROSS MOD DEPTH

MULTI ENGINE
TYPE
NOISE/VPM/USR
SHAPE

Engine Parm Setting
   (SHIFT + SHAPE)

MIXER
VCO1 Level
VCO2 Level
MULTI Level
VCF
CUTOFF
RESONANCE
DRIVE
KEYTRACK

AMP EG
ATTACK
DECAY
SUSTAIN
RELEASE

EG
ATTACK
DECAY
EG INT
TARGET

LFO
WAVE
MODE
RATE
INT
TARGET

MOD
O�/On
MOD FX Type
Sub Type (SHIFT + TypeSELECT)

DELAY
O�/On
DELAY Sub Type
TIME
DEPTH
Wet/Dry (SHIFT + DEPTH)

REVERB
O�/On
REVERB Sub Type
TIME
DEPTH
Wet/Dry (SHIFT + DEPTH)

JOYSTICK
X+ Bend Range
X- Bend Range
Y+ Assign
Y+ Range
Y- Assign
Y- Range

CV INPUT
CV IN Mode
CV IN1 Assign
CV IN1 Range
CV IN2 Assign
CV IN2 Range

PITCH SETTING
Microtuning
Scale Key
Program Tuning
Transpose

LFO
LFO Target Osc
LFO Key Sync
LFO Voice Sync

MODULATION
EG Velocity
Amp Velocity

MIDI Aftertouch

OTHER SETTINGS
Multi Octave
Multi Routing
EG Legato
Portamento Mode
Portamento BPM
Program Level

MULTI ENGINE
Parameter 1-6

PROGRAM NAME
Program Name

基本パラメーター

詳細パラメーター *

NOTE [STEP 1–16]
GATE TIME [STEP 1–16]
ACTIVE STEP ON/OFF [STEP1-16]

BPM (TEMPO)

Step Length
Step Resolution
Swing
Default Gate Time
(ARP) Rate
(ARP) Gate Time

Motion Type (1–4)
Motion Enable (1–4)
Motion Smooth (1–4)

シーケンス・データ

シーケンス・パラメーター *

3 15 16

�
1

�
2

�
14

�
STEP

NOTE
GATE

* エディット・モードのパラメーター
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音作りについて
プログラムを構成しているパラメーターをエディットして、好みの音に変えることができます。
音作りには、2つの方法があります。

•	作りたいサウンドに近い既存のプログラムを選び、そのプログラムを元にして部分的にエディッ
トし、目的のサウンドに仕上げる。

•	Init Programから独自のサウンドを作り上げる。

既存のプログラムをエディットする
1.	 プログラム・モードで、音作りの元となるプログラムを選びます。

2.	フロント・パネルのノブやスイッチ類を操作します。
元になるプログラムと、自分のイメージしている音のどこが異なるかを考えて、エディットする
パラメーターを操作します。
Tip:	ノブやスイッチ類を操作したときの音の高さ、音色、音量の変化については、「基本パラメー

ター」（p.17）を参照してください。
	プログラムの音色をエディットしたら、本機に保存することをお勧めします。保存する前に
本機の電源をオフにしたり、他のプログラムを呼び出すと、それまでのエディットが消えて
しまいます。詳しくは、「プログラムの保存」（p.16）を参照してください。

プログラムを初期状態から作る
プログラムの音を一から作り込む場合は、パネル・ロード機能を使うことをお勧めします。これに
よって、現在のフロント・パネル上のノブ、ボタン類の設定を音色に反映させ、音色作りを始めるこ
とができます。
フロント・パネルのノブやスイッチを操作することで、音色がどのように変化するのかがわかり、各
部がどのように機能するのかが理解しやすくなります。
また、プログラムを初期化してから（p.40「Initialize Program」）音を作る方法もあります。

パネル・ロード機能
SHIFTボタンを押しながらWRITEボタンを押すと、パネル・ロード機能が有効になります。音色に
パネルの設定が反映され、ディスプレイに“Load Panel”と表示されます。
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プログラムの保存
プログラムをエディットして好みの音を作ったら、本機に保存することをお勧めします。

	プログラムを保存する前に、本機の電源をオフにしたり他のプログラムを呼び出すと、それ
までのエディットが消えてしまいます。

1.	 プレイ・モードで、プログラムをエディットします。
詳しくは、「基本パラメーター」（p.17）を参照してください。

2.	WRITEボタンを押すとプログラム保存の待機状態になり、WRITEボタンが点滅します。
ディスプレイに“Where to write?”と表
示されます。

3.	 PROGRAM/VALUEノブを回し、保存
先のプログラムNo.を選びます。
Tip:	キャンセルする場合は、EXITボタン

を押します。

4.	 WRITEボタンを押して、プログラムを保
存します。
ディスプレイに“Complete”と表示されます。
	プログラムの保存中は、絶対に本機の電源をオフにしないでください。内部のデータが破壊
される場合があります。

2, 4

3



17

基本パラメーター

ここでは、プログラムを構成する基本パラメーターについて説明します。
基本パラメーターは、フロント・パネルのノブ、スイッチにそれぞれ割り当てられています。

マスター・コントロール
OCTAVEボタンについては、「プログラムを選んで演奏する」（p.10）を参照してください。

TEMPOノブ	 [BPM 56.0...240.0]
プログラムごとに設定されているシーケンサーのテンポを、BPM（Beats Per Minute）で調節しま
す。また、ボイス・モードがARPのときの、アルペジエーターのテンポもこの値が使用されます。

PORTAMENTOノブ	 [0...127]
ポルタメントのかかり具合を調整します。
ノブを右へ回すほどポルタメントの時間が長くなります。

VOICE MODEセクション
本機は4ボイスのアナログ・シンセを搭載しており、ボイス・モード
では、それらを組み合わせて演奏することができます。
ボイス・モードは4つあり、VOICE MODE TYPEスイッチで切り替
えます。
VOICE MODE DEPTHノブを回すと、ボイス・モードごとにさまざ
まな効果を得ることができます。

ボイス・モード一覧
Type Action VOICE MODE DEPTHノブの効果

POLY 基本的な動きをするボイス・モード
で、4ボイスのポリフォニック・シン
セとして動作します。

[POLY, DUO 0...1023]
右へ回すと、2ボイスを重ねて鳴らすDUOモード
に切り替わります。右へ回すほど重なるボイスの
音量が大きくなり、デチューンが深くなります。

UNISON 4ボイスがすべてユニゾンになり、モ
ノ・シンセとして動作します。

[Detune 0C...50C]
右へ回すほどデチューンが深くなります。

CHORD コードを発音します。 [Mono, 5th, sus2, m, Maj, sus4, m7, 7, 7sus4, 
Maj7, aug, dim, m7♭5, mMaj7, Maj7♭5]
モノまたはコードの種類を選択します。
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Type Action VOICE MODE DEPTHノブの効果

ARP/LATCH 最大4音のアルペジエーターが動作し
ます。
ラッチ･オン、オフを切り替えます。
アルペジエーターのテンポ、スイ
ング、ゲート・タイムは、それぞれ
「TEMPOノブ」（p.17）、「Swing」
（p.41）、「Default Gate Time」
（p.41）で設定します。

[MANUAL 1, MANUAL 2, RISE 1, RISE 2, FALL 1, 
FALL 2, RISE FALL 1, RISE FALL 2, POLY 1, POLY 
2, RANDOM 1, RANDOM 2, RANDOM 3]
アルペジエーターのタイプを選択します。
VOICE MODE TYPEスイッチをARP/LATCHに
してから、さらに下に動かすと、ラッチ･オン（LED
が点滅）となり、鍵盤から手を離してもアルペジ
エーターの演奏が継続されます。ラッチされた状
態でスイッチを上に動かすとラッチ・オフ（LEDが
点灯）となります。

VCO 1/VCO 2/MULTI ENGINEセクション
VCO 1, VCO 2	 VCO: Voltage Controlled Oscillator

本機のアナログ・オシレーターは2系統あり、ここでは音の
基本となる、音の高さ（OCTAVE、PITCH）、波形（WAVE、
SHAPE）等を設定します。

WAVEスイッチ	 [SQR , TRI , SAW ]
オシレーター1、2の波形を設定します。
SQR（矩形波）： 電子音や管楽器の音色に適した波形です。
TRI（三角波）： ノコギリ波や矩形波より丸い印象の波形です。
SAW（ノコギリ波）: シンセ・ベース、シンセ・ブラスなどのア
ナログ・シンセサイザー独特の音色に適した波形です。

OCTAVEスイッチ	 [16 ,́ 8 ,́ 4 ,́ 2΄]
オシレーター1、2の音の高さを、オクターブ単位で設定します。

PITCHノブ	 [–1200...+1200]
オシレーター1、2のピッチを、セント単位で設定します。

SHAPEノブ	 [0...1023]
オシレーター1、2の波形成形の量を設定します。

0 1023
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SYNCスイッチ	 [OFF, ON]
オシレーター・シンクによる効果を得ることができます。
シンセ・リード系のサウンドを作るときなどに便利です。
ON（スイッチを上に）: オシレーター1の位相にオシレーター2の位相を強制的に同期させます。こ
のときオシレーター2の周波数に倍音が加わり、複雑な波形になります。

RINGスイッチ	 [OFF, ON]
リング・モジュレーターによる効果が得られます。
オシレーター2のPITCHノブを調節すると、音程感が少ない金属的な音になります。
ON（スイッチを上に）: オシレーター 2をオシレーター1でリング変調します。

CROSS MOD DEPTHノブ	 [0...1023]
オシレーター2のピッチを、オシレーター1のピッチで変調する量を設定します。
右へ回すほど、モジュレーションが強くかかります。

MULTI ENGINE（マルチ・エンジン）
MULTI ENGINEはデジタル音源エンジンです。
これはノイズ・ジェネレーター、VPMオシレーターまた
はユーザー・オシレーターとして動作し、アナログ・オ
シレーターでは得られない幅広いサウンドを提供しま
す。ユーザー・オシレーターには自作のオシレーター・
プログラムをロードして使用できます。

NOISE/VPM/USRスイッチ	 [NOISE , VPM , USR]
ノイズ・ジェネレーター、VPMオシレーター、ユーザー・オシレーターのエンジンうち、どれを使用
するかを設定します。
NOISE： MULTI ENGINEをノイズ・ジェネレーターとして使用します。
VPM： MULTI ENGINEをVPMオシレーターとして使用します。
USR： MULTI ENGINEをユーザー・オシレーターとして使用します。
TYPEノブ、SHAPEノブは、NOISE/VPM/USRスイッチの設定によって働きが変わります。それ
ぞれを以下で説明します。

Sync

VCO 1 Wave

VCO 2 Wave (original)

VCO 2 Wave (output)

VCO 2

VCO 1

RING MOD



20

NOISE
ノイズは打楽器系のサウンドや波などの効果音を作るときなどに用います。
全部で4つのノイズ・ジェネレーターが準備されており、TYPEノブで選択します。
SHAPEノブを操作することで音色を変化させることができます。

TYPEノブ	 [High, Low, Peak, Decim]
使用するノイズ・ジェネレーターを選択します。
MULTI ENGINEのディスプレイにノイズ・ジェネレーター名が表示されます。
High： ハイ・パス・フィルターです。
Low： ロー・パス・フィルターです。
Peak： ピーク・フィルター（バンド・パス・フィルター）です。
Decim： デシメーターです。

SHAPEノブ
ノイズ・ジェネレーターのパラメーターを設定し、音色を変化させます。
パラメーターは、TYPEノブで選んだノイズ・ジェネレーターのタイプによって異なり、以下のよう
な効果が得られます。

SHAPEノブの効果
タイプ パラメーター 効果

High CUTOFF
（SHAPEノブ）

[10.0Hz...21.0kHz]
HPFのカットオフを調整します。

Low CUTOFF
（SHAPEノブ）

[10.0Hz...21.0kHz]
LPFのカットオフを調整します。

Peak BANDWIDTH
（SHAPEノブ）

[110.0Hz...880.0Hz]
ピーク特性の帯域を調整します。

Decim RATE
（SHAPEノブ）

[240Hz...48.0kHz]
サンプル・レートを調整します。

KEY TRACK
（SHIFTボタン+SHAPEノブ）

[0.0%...100.0%]
キーボード・トラックによるサンプル・レートの深さを
調整します。
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VPM
このエンジンは、VPM（Variable Phase Modulation）オシレーターです。キャリアが1つ、モジュ
レーターが1つのベーシックな構成ですが、幅広い音作りを行なうことができます。
このVPMオシレーターには16個のオシレーター・タイプが用意されています。

TYPEノブ	 [Sin1...Throat]
使用するオシレーター・タイプを選択します。
MULTI ENGINEのディスプレイにオシレーター・タイプ名が表示されます。

Tip:	Decay1以降の4タイプは、 Shape Mod Intを“－100%”にすると内部EGの効果を無効に
することができます。

Sin1: キャリア、モジュレーター共にサイン波を用いた、ベーシックなタイプです。
Sin2: モジュレーターがセルフ・フィードバックしているタイプです。
Sin3: モジュレーターにキャリアの3倍音を用いたタイプです。
Sin4: モジュレーターにキャリアの5倍音を用いたタイプです。
Saw1: キャリアにノコギリ波を用いたタイプです。
Saw2: サイン波から擬似ノコギリ波を生成したタイプです。
Squ1: キャリアに矩形波を用いたタイプです。
Squ2: サイン波から擬似矩形波を生成したタイプです。
Fat1: 1/4倍音のモジュレーターにフィードバックやドライブをかけ、下方倍音を強めたタイプです。
Fat2: 3/4倍音のモジュレーターにフィードバックやドライブをかけ、下方倍音を強めたタイプです。
Air1: モジュレーターにノイズ波形を用いたタイプです。
Air2: モジュレーターにノイズとサイン波のミックス波形を用いたタイプです。
Decay1: モジュレーション量が減衰するタイプです。

Tip:	PROGRAM EDITモード「ボタン10 (MULTI ENGINE)」（p.39）のパラメーターを設定
することで、VPMの内部EG（ブロック図を参照）を相対的に編集できます。

Decay2: モジュレーション量がより速く減衰するタイプです。
Creep, Throat: モジュレーションが複雑に変化する、音程感の薄い実験的なタイプです。

carrier

mod. depth (index)

drivemod phasephase

feedback

pitch ratio pitch

eg

output

shape mod int.

mod attack
mod decay

noise

noise depth
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SHAPEノブ
SHAPEノブのみを回して“MOD DEPTH”を、SHIFTボタンを押しながらSHAPEノブを回して
“RATIO OFFSET”を設定します。
これらのパラメーターは、すべてのオシレーター・タイプに共通で、以下のような効果が得られます。

SHAPEノブの効果

タイプ パラメーター 効果

共通 MOD DEPTH
（SHAPEノブ）

[0.00...15.00]（範囲はTYPEにより異なる）
Indexを調整し、モジュレーターのかかり具合を設定し
ます。

RATIO OFFSET
（SHIFTボタン+SHAPEノブ）

[1:4, 1:2, 1:1, 2:1...]（範囲はTYPEにより異なる）
モジュレーターの割合を調整し、倍音を増やします。

Tip:	VPMオシレーターは、SHAPEノブ以外にも、PROGRAM EDITモードの6個のパラメー
ターで、詳細に変化させることができます。詳しくは、「VPMオシレーターを選択した場合」
（p.39）を参照してください。

USR
本機では、自作のオシレーター・プログラムをロードし、ユーザー・オシレーターとして使用するこ
とができます。
最大16個のユーザー・オシレーターを本体に保存することが可能です。工場出荷時には、デモ用と
して、1つのユーザー・オシレーターが用意されています。
詳しくは、「logue SDK」(www.korg.com）をご覧ください。

TYPEノブ
ユーザー・オシレーターを選択します。
MULTI ENGINEのディスプレイにユーザー・オシレーター名が表示されます。

SHAPEノブ	 [0.0%...100.0%]
ユーザー・オシレーターに設定された効果が得られます。

MIXERセクション
オシレーター1、2とMULTI ENGINEの出力レベルを設定し、バラン
スを調整します。

VCO 1ノブ	 [0...1023]
VCO 2ノブ	 [0...1023]
MULTIノブ	 [0...1023]
出力レベルを設定します。
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FILTERセクション
VCF		 VCF: Voltage Controlled Filter

ローパス・フィルターにより、オシレーターの周波数成分を削ったり強
調したりすることで、音色の明暗などを設定します。

CUTOFFノブ	 [0...1023]
カットオフ周波数（フィルターをかける周波数）を設定します。
ノブを左へ回すほど、音色が暗くなります。
ノブを右へ回すほど、音色が明るくなります。

	設定した値によっては、音量が極端に小さくなる場合があります。

RESONANCEノブ	 [0...1023]
カットオフ周波数付近の倍音成分を強調して、音にくせを付けます。
ノブを右へ回すほど、倍音成分が強調され、効果が大きくなります。

Tip:	カットオフ周波数の設定によって、強調される倍音が変わります。CUTOFFノブと
RESONANCEノブの両方を調節するのがよいでしょう。

	倍音成分が強調されたときに、カットオフ周波数の設定や入力音によっては音が歪む場合が
あります。

DRIVEスイッチ	 [0%, 50%, 100%]
ドライブ回路による歪み効果を3段階で設定します。
0%（スイッチを下に）： ドライブの効果は得られません。
50%（スイッチを中央に）： ドライブの効果を半分に設定します。
100%（スイッチを上に）： ドライブの効果を最大に設定します。

KEYTRACKスイッチ	 [0%, 50%, 100%]
キーボード・トラック（鍵盤を弾く位置）によって、カットオフ周波数を変化させます。
0%（スイッチを下に）： キーボード・トラックの効果は得られません。
50%（スイッチを中央に）： カットオフ周波数の変化量は100％と比べ半分になります。例えば、C5
を弾くとC4よりカットオフ周波数が増4度高くなります。
100%（スイッチを上に）： C4を中心に鍵盤で演奏したピッチと同じ傾きで、カットオフ周波数が変
化します。例えば、C5を弾くとC4よりカットオフ周波数が1オクターブ上になります。

Low resonance value High resonance value
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EG/LFOセクション

AMP EG		 VCA: Voltage Controlled Amplifier / EG: Envelope Generator

音量（VCA）の時間的変化（EG）を設定します。

ATTACKノブ	 [0...1023]
ノート・オン（鍵盤を押す）からアタック・レベル（エンベロープの最大値）に到達するまでの時間を
設定します。

DECAYノブ	 [0...1023]
アタック・レベルに到達した後、サスティン・レベルに到達するまでの時間を設定します。

SUSTAINノブ	 [0...1023]
ディケイ・タイムを経て、鍵盤を押している間に保持される音量を設定します。

RELEASEノブ	 [0...1023]
ノート・オフ（鍵盤を離す）から音が消えるまでの時間を設定します。

EG		  EG: Envelope Generator

EGによって、ピッチまたはカットオフ周波数に時間的変化を与えます。

ATTACKノブ	 [0...1023]
ノート・オン（鍵盤を押す）から最大レベルに到達するまでの時間を設定します。

DECAYノブ	 [0...1023]
最大レベルに到達した後、レベルが0になるまでの時間を設定します。

EG INTノブ	 [–100%...0%...+100%]
EGのかかり具合を設定します。
ノブを右へ回すほど深くかかります。
－の値にすると、マイナス方向の効果が得られます。

TARGETスイッチ	 [PITCH, PITCH 2, CUTOFF]
EGをかける対象を設定します。
PITCH: VCO 1、VCO 2とMULTI ENGINEのピッチにEGがかかります。
PITCH 2: VCO 2のピッチにEGがかかります。
CUTOFF: FILTERのカットオフ周波数にEGがかかります。

0

Attack Level

Time

Note on Note o�

Level

Sustain
Level

Attack
Time

Decay
Time

Release
Time
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LFO		 LFO: Low Frequency Oscillator

LFOは低周波のオシレーターで、音の高さ、音色などを周期的に変化させます。
音の高さの周期的変化はビブラート、音色の周期的変化はワウワウが代表的です。

WAVEスイッチ	 [SQR , TRI , SAW ]
LFOの波形を、矩形波（ ）、三角波（ ）、ノコギリ波（ ）のいずれかに設定します。

MODEスイッチ	 [1-SHOT, NORMAL, BPM]
LFO周波数の可変範囲や動作を設定します。
1-SHOT: 発音時から半周期後に、LFOは停止します。LFO周波数の可変範囲は0.05Hz ～ 28Hz
です。
NORMAL: LFO周波数の可変範囲は、0.05Hz～ 28Hzです。
BPM： LFOの周波数が、プログラムごとに設定されているシーケンサーのBPMに同期します。

RATEノブ	 [0...1023 / 4, 2, 1, 0, 3/4...1/64]
LFOの周波数を調整します。
ノブを右へ回すほど、LFOの周波数が大きくなります。

INTノブ	 [0...511]
LFOのかかり具合を設定します。
ノブを右へ回すほど、LFOが深くかかります。

Tip:	SHIFTボタンを押しながらINTノブを回すと、LFOの波形が反転します。設定範囲は0～－511
です。

TARGETスイッチ	 [CUTOFF, SHAPE, PITCH]
LFOのモジュレーション先を選択します。
CUTOFF： VCFのCUTOFFノブの設定に対し、モジュレーションがかかります。
SHAPE： PROGRAM EDITモードの「LFO Target OSC」（p.37）で設定したオシレーターの
SHAPEノブの設定に対し、モジュレーションがかかります。
PITCH： PROGRAM EDITモードの「LFO Target OSC」（p.37）で設定したオシレーターの
PITCHノブの設定に対し、モジュレーションがかかります。
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EFFECTSセクション
本機には高品位なデジタル・エフェクトが搭載されています。
ディレイ、リバーブ、モジュレーション・エフェクトからそれぞれ1
つを選んで、組み合わせて使うことができます。
まず、DEL/REV/MODスイッチを使って、設定するエフェクトの
タイプを選択します。
そして、OFF/ON/SELECTスイッチとTIMEノブ、DEPTHノブを
使って、効果のかかり方を設定します。
エフェクトのオン、オフの状態とTIMEノブ、DEPTHノブの値はエ
フェクトごとに保存され、DEL/REV/MODスイッチでエフェクトを切り替えても、設定されたサウ
ンドはそのまま残ります。

DEL/REV/MODスイッチ	 [DEL, REV, MOD]
エフェクトのタイプを選択します。
DEL： ディレイ・エフェクトを選択します。
REV： リバーブ・エフェクトを選択します。
MOD： モジュレージョン・エフェクトを選択します。

OFF/ON/SELECTスイッチ	 [OFF, ON, SELECT]
DEL/REV/MODスイッチで選択したエフェクトを設定します。
OFF： エフェクトをオフにします。
ON： エフェクトをオンにします。
SELECT： DEL/REV/MODスイッチで“DEL”または“REV”を選択したときは、スイッチを
SELECT側に倒すと、各エフェクトのサブ・タイプを切り替えられます。
DEL/REV/MODスイッチで“MOD”を選択したときは、スイッチをSELECT側に倒すと、エフェクト
のタイプ（CHORUS → ENSEMBLE → PHASER → FLANGER → USER → CHORUS → ... ）を
切り替えられます。サブ・タイプを切り替えるときは、SHIFTボタンを押しながらスイッチをSELECT
側に倒します。

Tip:	USER（ユーザー・エフェクト）は、工場出荷時に搭載されていないため選択できません。
ユーザー・エフェクトを本機にロードすると選択できるようになります。詳しくは、「logue 
SDK」(www.korg.com）をご覧ください。

Note:	ユーザー・エフェクトは、ディレイとリバーブを同時に使うことができません。後で選択
したエフェクトが有効になります。

エフェクトのタイプ、サブ・タイプについては、「エフェクト・リスト」（p.59）を参照してください。

TIMEノブ
ディレイ・タイム、リバーブ・タイムまたはモジュレーション・スピードを設定します。選んだエフェ
クト・タイプによって、設定できる範囲は異なります。
ノブを右へ回すほどスピードが速く、またはタイムが長くなります。

DEPTHノブ	 [0.0%...100%]
エフェクト効果の深さを設定します。
ノブを右へ回すほど、効果が深くなります。

Tip:	DEL/REV/MODスイッチで“DEL”または“REV”を選択したとき、SHIFTボタンを押しな
がらDEPTHノブを回すと、各エフェクトのWet/Dryが調節できます。設定範囲は、MIX 
WET: 0% ～ BALANCED ～MIX DRY: 0%です。
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シーケンサーについて
ここでは、プログラムを構成する一つの要素である、シーケンサーのレコーディング（ステップ・レ
コーディング、リアルタイム・レコーディング、モーション・シーケンスの記録）や、レコーディング
したシーケンサーのエディット（ステップ・エディット）について説明します。
シーケンサーのレコーディングをしたら、プログラムを保存することをお勧めします。

	プログラムを保存する前に、本機の電源をオフにしたり他のプログラムを呼び出すと、レコー
ディングしたシーケンス・データが消えてしまいます。

ステップ・レコーディング
1.	シーケンサーが停止している状態で、SEQUENCERのRECボタンを押します。

ディスプレイに“STEP REC”、“STEP 1”と表示されます。
すでに録音されているときは、ディスプレイにノート名が表示されます。

2.	鍵盤、RESTボタンなどを押します。
ステップにノート、休符、タイが録音され、自動的に次のステップに進みます。

ノートの録音
鍵盤を弾くと、ディスプレイにノート名が表示されます。ノート名を確認し、よければ鍵盤から
指を離すと、ノートが録音されます。間違えた鍵盤を弾いたときは、鍵盤から指を離さず正しい
鍵盤を押さえます。ディスプレイに表示されるノートを確認し、鍵盤から指を離します。

休符の録音
RESTボタンを押すと、休符が録音されます。

タイの録音
鍵盤を弾いたままRESTボタンを押します。ノートは次のステップに繋がって録音されます。

ゲート・タイムの変更
録音時のノートの長さは、SEQ EDITモードの「Default Gate Time」（p.41）の値が適用され
ます。
鍵盤を弾きながらPROGRAM/VALUEノブを回すと、そのノートのゲート・タイムを変更する
ことができます。また、ボタン1～ 16を押しながらPROGRAM/VALUEノブを回すと、そのス
テップのゲート・タイムを変更できます。

任意のステップを選ぶ
ボタン1～16で任意のステップを選びます。例えばステップ3を選ぶときは、ボタン3を押します。

3.	 設定されたステップ数の録音が終わると、自動的にステップ・レコーディングが終了します。
ステップ数はプログラムごとにあらかじめ設定されており、SEQ EDITモードの「Step Length」
（p.41）で変更することができます。
ステップ・レコーディング中にPROGRAM/VALUEノブを回すと、ステップ・レングスを変更
することができます。
Tip:	途中で録音を終了するときは、RECボタンを押します。
Tip:	SHIFTを押しながらボタン1～ 16を押すと、アクティブ・ステップのオン、オフが切り替え

られます。アクティブ・ステップがオフになったステップは、シーケンスの再生やステップ・
レコーディングがスキップされます。
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リアルタイム・レコーディング
鍵盤での演奏を、リアルタイムでオーバー・ダブ（演奏データを追加しながら録音）します。

1.	シーケンサーが停止している状態で、
SEQUENCERのPLAYボタンを押し
ます。
すでに録音されている場合は、シーケ
ンサーが再生されます。

2.	RECボタンを押します。
リアルタイム・レコーディングが始ま
り、RECボタンが点灯します。

3.	 鍵盤で演奏します。
演奏したノートが録音されます。

4.	 録音を停止するときは、もう一度RECボタンを押します。
RECボタンが消灯します。
再度レコーディングをするときは、RECボタンを押します。
Tip:	リアルタイム・レコーディング中にRESTボタンを押すと、ボタンを押している間のノート

が消去されます。

5.	リアルタイム・レコーディングを終了する場合は、PLAYボタンを押します。
PLAYボタンが消灯します。

2, 41, 5
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モーション・シーケンスの記録
ノブやスイッチの動きによる音色変化を記録し（モーション・シーケンス）、それを再現することが
できます。
本機のモーション・シーケンスは、ノブ、スイッチの動きを、4つまで記録できます。

Note:	動きを記録できないノブ、スイッチは以下のとおりです。	 .
MASTERノブ、TEMPOノブ、OCTAVEスイッチ（MASTER）、MULTI ENGINE TYPE-
USR、DRIVEスイッチ（FILTER）、DEL/REV/MODスイッチ、OFF/ON/SELECTスイッ
チのSELECT

1.	 PLAYボタンを押してシーケンサーを再生し、MOTION MODEボタンを押します。
ディスプレイには“MOTION VIEW”と表示され、プログラムに保存したモーション・シーケン
スがグラフィックで表示されます。

2.	RECボタンを押します。
リアルタイム・レコーディングが始まります。

3.	ノブやスイッチを動かします。
最大4つのノブやスイッチのモーション・シーケンスを記録することができます。
Note:	5つ目のノブやスイッチのモーション・シーケンスを記録しようとすると、ディスプレイ

に“Motion Full”と表示され、SEQ EDITモードの“MOTION CLEAR”に入ります。詳しく
は「モーション・シーケンスの消去」（p.30）の手順2以降を参照してください。

Note:	すでに記録しているノブやスイッチのモーション・シーケンスを記録すると、以前のデー
タに上書きされます。

4.	 設定されたステップ数の記録が終わると、自動的にモーション・シーケンスの記録が終了します。
他のノブやスイッチのモーション・シーケンスを記録するときは、手順2から行ってください。
ステップ数はプログラムごとに設定されており、SEQ EDITモードの「Step Length」（p.41）
で変更することができます。
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モーション・シーケンスの消去
SEQ EDITモードの「MOTION CLEAR (1...4)」（p.41）で、任意のモーション・シーケンスを消
去します。

Tip:	モーション・シーケンスを一度にすべて消去するときは、SEQ EDITモード、SEQ CLEAR
の「Motion Clear」（p.41）で行います。

1.	 EDIT MODEボタンを何度か押して、SEQ EDITモードを選択します。

2.	ボタン10を押してMOTION CLEARに入ります。

Tip:	SHIFTボタンを押すと、押している間はMOTION VIEWの画面となり、記録されたモーショ
ン・シーケンスのグラフィックを見ることができます。

3.	ボタン10を何度か押して、消去するモーション・シーケンスを選びます。

4.	 PROGRAM/VALUEノブを回して“CLEAR...?”を選び、WRITEボタンを押します。
選んだモーション・シーケンスが消去されます。

5.	 EXITボタンを押します。

11 22 33 44 55 66 77 88 11111010 121299 1313 1414 1515 1616

2, 3

51

4
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シーケンス・データのエディット（ステップ・エディット）
ステップ・エディットでは、録音したシーケンス・データのノートとモーション・シーケンスの編集
をします。

1.	 編集するシーケンス・データを含むプログラムを選びます。
MOTION MODEボタン、ボタン1～ 16の点灯、消灯は、ステップの状態を表示します。

ボタン1～16

MOTION MODEボタン
消灯 点灯

消灯 無効、またはノート・データが無い 有効（ノート・データが記録されて
いる）

点灯 無効、またはモーション・シーケン
ス・データが無い

有効（モーション・シーケンス・デー
タが記録されている）

2.	MOTION MODEボタンとボタン1～16で、ステップのノート、モーション・シーケンスをエディット
します。

ノートを入力します。
MOTION MODEボタンを消灯させます。

•	ボタン1～ 16の1つを押しながら鍵盤を弾くと、そのステップにノートが記録されます。

•	ボタン1～ 16の複数ボタンを押しながら鍵盤を弾くと、それらのステップに同じノートが記録
されます。

•	ボタン1～ 16の隣り合った複数ボタンを押しながら鍵盤を弾くと、それらのステップがタイで
つながります。

•	ボタン1～ 16を押しながらPROGRAM/VALUEノブを回すと、そのステップのゲート・タイム
を変更できます。ゲート・タイムの設定は、「Default Gate Time」（p.41）を参照してください。

モーション・シーケンスを入力します。
MOTION MODEボタンを点灯させます。
Tip:	MOTION MODEボタンの点灯時は、ディスプレイに録音されたモーション・シーケンスが

グラフィックで表示されます。

•	ボタン1～ 16の1つを押しながらノブやスイッチを回すと、そのステップにモーション・シーケ
ンスが記録されます。

•	ボタン1～ 16の複数ボタンを押しながらノブを回すと、それらのステップにモーション・シー
ケンスが記録されます。
例えば、ボタン3と5を押しながらLFOのINTノブを回して“50％”に設定すると、ステップ3と5
のそれぞれにLFOのINT 50％が記録されます。リアルタイム・レコーディングでモーション・
シーケンスを記録するときは、連続的に変化する値しか記録できませんが、この機能を使うとス
テップごとに変化するモーション・シーケンスを記録することができます。

11 22 33 44 55 66 77 88 11111010 121299 1313 1414 1515 1616
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ステップを有効または無効にします。

•	ボタン1～ 16を押して、ステップを有効（ボタンが点灯）または無効（ボタンが消灯）にします。
Note:	ステップにノートやモーション・シーケンスが録音されてない場合は、ステップを有効に

できません。

アクティブ・ステップ機能を設定します。
GLOBAL EDITモードの「Shift Function」で、あらかじめ“Active Step”を選択してください
（工場出荷時は、“Favorite”に設定されています）。詳しくは、「Shift Function」（p.47）を参
照してください。
SHIFTを押しながらボタン1～ 16を押すと、そのステップのアクティブ・ステップのオン(ボタ
ンが点灯)、オフ(ボタンが消灯)が切り替わります。シーケンスの再生やステップ・レコーディン
グではアクティブ・ステップがオフのステップはスキップされるようになります。

3.	ステップ・エディットが終了したら、PLAYボタンを押してシーケンス・データを確認します。
PLAYボタンが点灯します。

その他の編集
ステップ・シーケンサーを録音する際のStep Length、Step Resolutionなどのパラメーターの設
定や、シーケンス・データの消去、モーション・シーケンスのエディットや消去は、SEQ EDITモー
ドで行います。詳しくは、「SEQ EDITモード」（p.40）を参照してください。
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エディット・モード

本機は、主要なパラメーターのほとんどをパネル上のノブやスイッチでエディットすることができ
ますが、他の詳細なパラメーターはエディット・モードで設定します。
エディット・モードには、PROGRAM EDITモード、SEQ EDITモード、GLOBAL EDITモードが
あります。

エディット・モードへの入り方

1.	 EDIT MODEボタンを押します。
ディスプレイには各エディット・モードが表示され、ボタンが点灯します。

2.	 EDIT MODEボタンを何度か押すか、PROGRAM/VALUEノブを回して、PROGRAM EDIT
モード、SEQ EDITモード、またはGLOBAL EDITモードを選択します。
PROGRAM EDITモード: プログラム名の変更、ジョイスティックやCV INPUT端子へのパラメー
ターの割り当て、マイクロチューニングの選択などの、プログラムに関するエディットを行います。
SEQ EDITモード: BPMの設定、ステップ・シーケンサーに関する設定、シーケンス・データの
消去などを行います。
GLOBAL EDITモード: ノブやスイッチの動きの設定、MIDI等の本体全体に関わる設定を行います。

3.	ボタン1～16のうち、点灯しているボタンを押します。
各エディット・ページに入り、ディスプレイにパラメーター名が表示されます。

•	同じボタンを押すと、右のページが表示されます。
SHIFTボタンを押しながら同じボタンを押すと、左のページが表示されます。

•	PROGRAM/VALUEノブを回してパラメーターを設定します。
各パラメーターについては、「PROGRAM EDITモード」（p.35）、「SEQ EDITモード」
（p.40）、「GLOBAL EDITモード」（p.43）を参照してください。

4.	 PROGRAM EDITモード、SEQ EDITモードのパラメーターを設定したときは、WRITEボタンを
押して設定を保存します。
Tip:	GLOBAL EDITモードの設定は、ページを変更したとき自動的に保存されます。
	PROGRAM EDITモード、SEQ EDITモードのパラメーターを設定したときは、保存せずに
他のプログラムを選ぶと、設定が消えてしまします。

1 2 3 4 5 6 7 8 1110 129 13 14 15 16
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エディット・モードのパラメーター一覧
モード 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

P
R
O
G
R
A
M
 E
D
IT
モ
ー
ド

JOYSTICK
 (p.35)

CV INPUT
 (p.36)

PITCH  
SETTING

 (p.36)

LFO
 (p.37)

MODULA-
TION

 (p.38)

OTHER 
SETTINGS

 (p.38)

MULTI  
ENGINE
 (p.39)

PROGRAM 
NAME
 (p.39)

INITIALIZE
 (p.40)

DUMP
 (p.40)

X+ Bend 
Range

CV IN Mode Microtuning LFO Target 
OSC

EG Velocity Multi 
Octave

Parameter 1 
(Feedback)

PROGRAM 
NAME

Initialize 
Program

Program 
Dump

X– Bend 
Range

CV IN1 
Assign

Scale Key LFO Key 
Sync

Amp 
Velocity

Multi 
Routing

Parameter 2 
(Noise Depth)

Y+ Assign CV IN1 
Range

Program 
Tuning

LFO Voice 
Sync

MIDI 
Aftertouch

EG Legato Parameter 3 
(Shape Mod Int)

Y+ Range CV IN2 
Assign

Transpose Portamento 
Mode

Parameter 4 
(Mod Attack)

Y– Assign CV IN2 
Range

Portamento 
BPM

Parameter 5 
(Mod Decay)

Y– Range Program 
Level

Parameter 6 
(Mod Key Track)

S
EQ

 E
D
IT
モ
ー
ド

BPM
 (p.40)

ARP 
PARAMETER

 (p.40)

SEQ 
PARAMETER

 (p.41)

SEQ CLEAR
 (p.41)

MOTION 
CLEAR
 (p.41)

MOTION 
ENABLE
 (p.42)

MOTION 
SMOOTH

 (p.42)
BPM ARP Rate Step Length All Clear MOTION 

CLEAR (1...4)
MOTION 
ENABLE (1...4)

MOTION 
SMOOTH (1...4)

Arp Gate 
Time

Step 
Resolution

Motion 
Clear

Swing

Default 
Gate Time

G
LO

B
A
L 
ED

IT
モ
ー
ド

GLOBAL 1
 (p.43)

GLOBAL 2
 (p.43)

GLOBAL 3
 (p.45)

GLOBAL 4
 (p.45)

GLOBAL 5
 (p.46)

GLOBAL 6
 (p.47)

USER 
SCALE
 (p.47)

USER 
OCTAVE

 (p.48)

SCALE 
CLEAR
 (p.48)

SCALE 
DUMP
 (p.48)

ALL DUMP
 (p.49)

Master Tune Metronome Sync In Unit MIDI Route MIDI Rx 
Prog Chg

Parameter 
Disp

User Scale 
1...6

User Octave 
1...6

User Scale 
1...6

User Scale 
1...6

All Dump 
(USB)

Transpose D. Pedal 
Polarity

Sync Out 
Unit

MIDI Ch MIDI Rx CC Brightness User Octave 
1...6

User Octave 
1...6

All Dump 
(MIDI)

Local SW Sync In 
Polarity

Clock Source MIDI Rx 
Pitch Bend

Auto Power 
Off

Velocity 
Curve

Sync Out 
Polarity

En Rx 
Transport

MIDI Tx 
Prog Chg

Oscilloscope

Knob Mode Poly Chain MIDI Tx CC Shift 
Function

MIDI Tx 
Pitch Bend
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PROGRAM EDITモード

ボタン4 (JOYSTICK)
ジョイスティックに関する設定をします。

X+ Bend Range	 [Off, 1 Note...12 Note]
ジョイスティックを右方向に動かしたときに、どれだけピッチ・ベンドをかけるかを設定します。

X– Bend Range	 [Off, 1 Note...12 Note]
ジョイスティックを左方向に動かしたときに、どれだけピッチ・ベンドをかけるかを設定します。

Y+ Assign	 [GATE TIME...DELAY DEPTH]
ジョイスティックの上方向に割り当てるパラメーターを設定します。
割り当てられるパラメーターは以下となります。

GATE TIME
PORTAMENTO
VOICE MODE DEPTH
VCO1 PITCH
VCO1 SHAPE
VCO2 PITCH
VCO2 SHAPE
CROSS MOD
MULTI SHAPE
VCO1 LEVEL
VCO2 LEVEL
MULTI LEVEL
CUTOFF
RESONANCE
A.EG ATTACK

A.EG DECAY
A.EG SUSTAIN
A.EG RELEASE
EG ATTACK
EG DECAY
EG INT
LFO RATE
LFO INT
MOD TIME
MOD DEPTH
REVERB TIME
REVERB DEPTH
DELAY TIME
DELAY DEPTH

Y+ Range	 [–100%...0%...+100%]
ジョイスティックの上方向に動かしたときに、パラメーターの変化する幅を調整します。

Y– Assign	 [GATE TIME...REVERB DEPTH]
ジョイスティックの下方向に割り当てるパラメーターを設定します。
割り当てられるパラメーターは、Y+ Assignと同じです。詳しくは、「Y+ Assign」（p.35）を参
照してください。

Y– Range	 [–100%...0%...+100%]
ジョイスティックの下方向に動かしたときに、パラメーターの変化する幅を調整します。
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ボタン5 (CV INPUT)
本機には2系統のCV INPUT端子が搭載されており、モジュラー・シンセサイザー等からCV
（Control Voltage）を入力することで内部パラメーターをコントロールすることができるほか、
CV/GATE信号にも対応しています。

CV IN Mode	 [Modulation, CV/Gate]
CV IN1、2端子の入力モードを設定します。
Modulation: 「CV IN1 Assign」（p.36）、「CV IN2 Assign」（p.36）で割り当てたパラメーター
をコントロールします。
Modulationモードでの入力電圧範囲は－5V～ 5Vです。
CV/Gate: CV IN1がピッチCVの入力端子、CV IN2がGATE信号の入力端子となります。標準的
なCV/GATE信号で本機は発音します。
CV/GateモードでのCV入力電圧範囲は－3V～ 5Vです。1Vが入力されたときにC4となり、標準
的なVolt/Octに対応しています。GATE信号は0～ 5Vのパルスが理想的です。

CV IN1 Assign	 [GATE TIME...REVERB DEPTH]
CV IN1端子に入力されたCVでコントロールするパラメーターを設定します。
割り当てることができるパラメーターはY+ Assignと同じです。詳しくは、「Y+ Assign」（p.35）
を参照してください。

Note:	CV IN Modeが“CV/Gate”のときは設定できません。

CV IN1 Range	 [–100%...0%...+100%]
CV IN1端子に入力されるCVによりパラメーターの変化する幅を調整します。

CV IN2 Assign	 [GATE TIME...REVERB DEPTH]
CV IN2端子に入力されたCVでコントロールするパラメーターを設定します。
割り当てることができるパラメーターはY+ Assignと同じです。詳しくは、「Y+ Assign」（p.35）
を参照してください。

Note:	CV IN Modeが“CV/Gate”のときは設定できません。

CV IN2 Range	 [–100%...0%...+100%]
CV IN2端子に入力されるCVによりパラメーターの変化する幅を調整します。

ボタン6 (PITCH SETTINGS)
Microtuning	 [Equal Temp...Reverse, AFX 001...006, DC 001...003, USER SCALE 1...6, USER OCTAVE 1...6]
プログラムのマイクロチューニングを設定します。
Equal Temp（平均律）: 一般的に広く使われている音律で、各半音のピッチの変化幅が同じになっ
ています。
Pure Major（純正律長音階）: 選んだ主調和音のメジャー・コードが完全に調和する音律です。
Pure Minor（純正律短音階）: 選んだ主調和音のマイナー・コードが完全に調和する音律です。
Pythagorean（ピタゴリアン）: 古代ギリシャの音階で、特にメロディー演奏に効果的です。5度は
純正ですが、その他の音程、特に長3度が純正ではありせん。
Werckmeister（ヴェルクマイスターⅢ）: 後期バロック時代に用いられた平均律的な音階の1つです。
Kirnberger（キルンベルガーⅢ）: 主にハープシコードのチューニングに使用されます。
Slendro（スレンドロ）: 1オクターブを5音で構成するインドネシアのガムラン音階です。
Pelog（ペロッグ）: 1オクターブを7音で構成するインドネシアのガムラン音階です。
Ionian（イオニアン）: 1オクターブを7音で構成する長音階です。
Dorian（ドリアン）: 1オクターブを7音で構成するエオリアンの6thの音を半音上げた音階です。



37

Aeolian（エオリアン）: 1オクターブを7音で構成する自然短音階です。
Major Penta: メジャー・ペンタトニック音階です。
Minor Penta: マイナー・ペンタトニック音階です。
Reverse: C4を基準に上下が逆になっている音階です。
AFX 001...006: Aphex Twin作成のオリジナル音階で、全音域を設定しています。
DC 001...003: Dorian Concept作成のオリジナル音階で、全音域を設定しています。
USER SCALE 1...6: 全音域のピッチを、平均律を基準に半音単位、セント単位で調節できる音階
です。設定については、「マイクロチューニング機能」（p.50）を参照してください。
USER OCTAVE 1...6: 1オクターブ（C～B）のピッチを、平均律を基準に半音単位、セント単位で
調節できる音階です。設定方法については、「マイクロチューニング機能」（p.50）を参照してくだ
さい。

Scale Key	 [–12 Note...0 Note...+12 Note]
Microtuningで設定した音階のキーを設定します。
プリセット・チューニングはＣキーで使うようになっていますが、これをＣ以外のキーで使用する場
合にこのScale Keyを調節します。例えばＤキーで使用したい場合は、“+2 Note”に設定します。

Note:	Microtuningを“Equal Temp”（平均律）に設定しているときは、ここの設定は無効になりま
す。

Program Tuning	 [–50 Cent...0 Cent...+50 Cent]
プログラムのチューニング（調律）をセント単位（100セント＝半音）、±50セントの範囲で設定します。

Transpose	 [–12 Note...0 Note...+12 Note]
プログラムの音のピッチを半音単位で設定します。設定できる範囲は上下1オクターブです。

ボタン7 (LFO)
LFO Target OSC	 [All, VCO1+2, VCO2, Multi]
対象とするオシレーターを選択します。
All： オシレーター1、2、MULTI ENGINEを対象にします。
VCO1+2： オシレーター1、2を対象にします。
VCO2： オシレーター2を対象にします。
Multi： MULTI ENGINEを対象にします。

LFO Key Sync	 [Off, On]
LFOの位相を鍵盤のノート・オンに同期してリセットするかどうかを選択します。

LFO Voice Sync	 [Off, On]
LFOの位相をボイス間で同期するかどうかを選択します。
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ボタン8 (MODULATION)
EG Velocity	 [0..127]
ベロシティでCutoff EG Intの強さを設定します。鍵盤のベロシティによってどれくらいEG Intを
変化させるかを設定します。
EG Intが“0”以外のときは、ベロシティによってEG Intを弱めることができます。

Amp Velocity	 [0..127]
鍵盤のベロシティによってどれくらい音量を変化させるかを設定します。
0： ベロシティの効果はありません。
値が大きいほどベロシティの効果が強くなります。

MIDI Aftertouch	 [BALANCE...GATE TIME]
外部MIDI機器のMIDIアフター・タッチ・メッセージに割り当てるパラメーターを設定します。
割り当てられるパラメーターは、Y+ Assignと同じです。詳しくは、「Y+ Assign」（p.35）を参
照してください。

ボタン9 (OTHER SETTINGS)
Multi Octave	 [16 ,́ 8 ,́ 4 ,́ 2΄]
MULTI ENGINEのトランスポーズをオクターブ単位で設定することができます。

Multi Routing	 [Pre VCF, Post VCF]
MULTI ENGINEをVCFの手前でミックスするか、VCFをバイパスしてミックスするかを設定します。

Note:	“Post VCF”に設定すると、MULTI ENGINEにはVCFの効果が得られません。

EG Legato	 [Off, On]
ボイス・モードが“UNISON”、“CHORD”の場合に、鍵盤を押さえたまま次の鍵盤を演奏（レガート）
したときのEGの動きを設定します。
Off： EGがリトリガーされます。
On： EGがリトリガーされません。

Portamento Mode	 [Auto, On]
Auto： 音をつなげて演奏したときにポルタメントがかかります。
On： 一度鍵盤を離し、その後ノート・オンした場合でもポルタメントがかかります。

Portamento BPM	 [Off, On]
On： PORTAMENTOノブで設定したポルタメントの長さが、BPMに同期した値になります。

Program Level	 [–18.0dB...0.0 dB...+6.0dB]
プログラムの音量の大きさを設定します。
他のプログラムとの相対的な音量を調整するときに使用します。
値が大きいほど音量が大きくなります。
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ボタン10 (MULTI ENGINE)
MULTI ENGINEの設定を行います。
表示されるパラメーターは、MULTI ENGINEの「NOISE/VPM/USRスイッチ」（p.19）の設定に
よって変化します。

ノイズ・ジェネレーターを選択した場合
ノイズ・ジェネレーターには設定するパラメーターがありません。

VPMオシレーターを選択した場合
VPMオシレーターには16個のオシレーター・タイプがあり、それぞれに6つのパラメーターがあり
ます。
これらのパラメーターを設定して、音色を変化させることができます。
各パラメーターの値を“0％”にすると、オシレーター・タイプで設定された効果となり、+の値にす
るほど効果が大きくなります。

Parameter 1 (Feedback)	 [–100%...0%...+100%]
モジュレーターのフィードバックの深さを設定します。

Parameter 2 (Noise Depth)	 [–100%...0%...+100%]
ノイズ・モジュレーションの深さを調整します。

Parameter 3 (Shape Mod Int)	 [–100%...0%...+100%]
内部EGの効果の深さを調整します。

Parameter 4 (Mod Attack)	 [–100%...0%...+100%]
内部EGのアタック・タイムを調整します。

Parameter 5 (Mod Decay)	 [–100%...0%...+100%]
内部EGのディケイ・タイムを調整します。

Parameter 6 (Mod Key Track)	 [–100%...0%...+100%]
キーボード・トラックによるモジュレーターの効果の深さを調整します。高音域になるに従って効
果が浅くなります。

ユーザー・オシレーターを選択した場合
詳しくは、「logue SDK」(www.korg.com）をご覧ください。

ボタン12 (PROGRAM NAME)
PROGRAM NAME
プログラム名（最大12文字）を付けます。
ボタン12を押してカーソルを動かした後、PROGRAM/VALUEノブを回して文字を選びます。
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ボタン13 (INITIALIZE)
Initialize Program
現在選ばれているプログラムを初期化します。
PROGRAM/VALUEノブを回すと、ディスプレイに“Press WRITE”と表示されます。
WRITEボタンを押すとプログラムが初期化されます。その後ディスプレイに“Initialized”と表示され
ます。

ボタン14 (DUMP)
Program Dump
接続したもう1台のminilogue xdや、MIDIデータ・ファイラー、コンピューターなどへ、現在選ばれ
ているプログラムのエクスクルーシブ・データを送信します。
PROGRAM/VALUEノブを回すと、ディスプレイに“Press WRITE”と表示されます。
WRITEボタンを押すと本機のMIDI OUT端子とUSB B端子からプログラム・ダンプのエクスクルー
シブ・データが送信されます。その間ディスプレイに“Transmitting”と表示されます。

SEQ EDITモード

ボタン5 (BPM)
BPM	 [10.0...300.0]
シーケンサーのテンポをBPM（Beats Per Minute）で設定します。

ボタン6 (ARP PARAMETER)
ARP Rate	 [64th...4th]
アルペジエーターの1ステップの長さを設定します。
64th： 1ステップが64分音符の長さになります。
48th： 1ステップが48分音符の長さになります。
24th： 1ステップが24分音符の長さになります。
16th： 1ステップが16分音符の長さになります。
16.th： 1ステップが符点16分音符の長さになります。
12th： 1ステップが12分音符の長さになります。
8th： 1ステップが8分音符の長さになります。
8.th： 1ステップが符点8分音符の長さになります。
6th： 1ステップが6分音符の長さになります。
4th： 1ステップが4分音符の長さになります。

Arp Gate Time	 [0%...100%]
アルペジエーターのゲートタイムを0%～ 100%で設定します。
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ボタン7 (SEQ PARAMETER)
シーケンサーに関する設定をします。

Step Length	 [1...16]
ステップ・シーケンサーのステップ数を設定します。
ステップ・レコーディング中にPROGRAM/VALUEノブを回してもステップ数を設定できます。

Step Resolution	 [1/16, 1/8, 1/4, 1/2, 1/1]
ステップ・シーケンサーの1ステップの長さを設定します。
1/16: 1ステップが16分音符の長さになります。
1/1: 1ステップが1小節の長さになります。和音などを長く演奏するときなどに使用します。

Swing	 [–75%...0%...+75%]
スイングの度合いを設定します。また、ボイス・モードがARPのときの、アルペジエーターのスイ
ングもこの値が使用されます。

Default Gate Time	 [0%...100%]
​ステップ・レコーディングやステップ・エディットでノート入力するときのゲート・タイムのデフォ
ルト値を設定します。また、ボイス・モードがARPのときの、アルペジエーターのゲート・タイムも
この値が使用されます。

ボタン8 (SEQ CLEAR)
シーケンス・データの消去を行います。

All Clear
シーケンス・データに含まれるノートとモーション・シーケンスをすべて消去します。
PROGRAM/VALUEノブを回すと、ディスプレイに“Press WRITE”と表示されます。
WRITEボタンを押すと消去が実行されます。その後ディスプレイに“Cleared”と表示されます。

Motion Clear
シーケンス・データに含まれるすべてのモーション・シーケンスを消去します。
PROGRAM/VALUEノブを回すと、ディスプレイに“Press WRITE”と表示されます。
WRITEボタンを押すとすべてのモーション・シーケンスが消去されます。その後ディスプレイに
“Cleared”と表示されます。

ボタン10 (MOTION CLEAR)
MOTION CLEAR (1...4)
モーション・シーケンスを1つずつ消去します。詳しくは、「モーション・シーケンスの消去」（p.30）
を参照してください。

Tip:	SHIFTボタンを押すと、押している間はMOTION VIEWの画面となり、記録されたモーショ
ン・シーケンスのグラフィックを見ることができます。
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ボタン11 (MOTION ENABLE)
MOTION ENABLE (1...4)	 [OFF, ON]
Motion 1～ 4をそれぞれ有効にするかどうかを選びます。
OFF: モーション・シーケンスは無効となり、パラメーターが変化しません（モーション・シーケン
スの記録は削除されません）。
ボタン11を押して設定するモーション・シーケンスを選び、PROGRAM/VALUEノブを回して
“OFF”または“ON”を選びます。

Tip:	SHIFTボタンを押すと、押している間はMOTION VIEWの画面となり、記録されたモーショ
ン・シーケンスのグラフィックを見ることができます。

ボタン12 (MOTION SMOOTH)
​MOTION SMOOTH (1...4)	 [OFF, ON]
Motion 1～ 4のモーション・シーケンスをそれぞれ滑らかに変化させるかどうかを設定します。
OFF: モーション・シーケンスは階段状に音色が変化します。
ON: モーション・シーケンスはなめらかに変化し、スムーズに音色が変化します。
ボタン12を押して設定するモーション・シーケンスを選び、PROGRAM/VALUEノブを回して
“OFF”または“ON”を選びます。

Tip:	SHIFTボタンを押すと、押している間はMOTION VIEWの画面となり、記録されたモーショ
ン・シーケンスのグラフィックを見ることができます。
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GLOBAL EDITモード

ボタン3 (GLOBAL 1)
全体のピッチ（音の高さ）に関する設定をします。目的の音の高さになるように、マスター・チュー
ンやトランスポーズを設定します。

Master Tune	 [–50 Cent...0 Cent...+50 Cent]
全体の基本となるチューニング（調律）をセント単位（半音=100セント）、±50セントの範囲で設定
します。
0： A4=440Hzとなります。

Transpose	 [–12 Note...0 Note...+12 Note]
音のピッチを半音単位で設定します。設定できる範囲は上下1オクターブです。

ボタン4 (GLOBAL 2)
Metronome	 [Off, On]
リアルタイム・レコーディング時にメトロノームを鳴らすどうかを設定します。

D. Pedal Polarity	 [– (KORG), +]
DAMPER端子に接続したダンパー・ペダルと同じ極性に設定します。極性の設定が一致しないと、
ダンパー・ペダルを操作しても正確に動作しません。
– (KORG)： オプション（別売）のコルグDS–1Hダンパー・ペダルや、PS-3、PS-1ペダル・スイッチ
を接続するときに設定します。コルグのダンパー・ペダル、ペダル・スイッチの極性は－（↓: オー
プン型）です。
+： 極性が＋（↑）のダンパー・ペダルを接続するときに設定します。（↑:クローズ型）。極性の設定
が一致しないと、ダンパー・ペダルを操作しても正確に動作しません。

Local SW	 [Off, On]
ローカル・コントロールを設定します。
通常は“On”にしますが、外部のシーケンサー等と接続したときに、それらのエコー ･バックによって
二重に音が鳴るときは“Off”にします。
Off: 鍵盤（ xd-m ボタン1～ 16）と音源部を切り離します。

Velocity Curve	 [Type 1...8, Const 127]
xd 鍵盤のベロシティ（打鍵の強さ）による音量や音色の変化のしかたを選択します。
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Type 1 強く弾いたときに効果を得ることができるカーブです。

Type 2, 3 　　｜

Type 4 標準的なカーブです。

Type 5 　　｜

Type 6 あまり強く弾かなくても効果を得ることができるカーブです。

Type 7 中打鍵時は変化が小さく、ほぼ一定の効果を得ることができるカーブです。

Type 8 中打鍵時は変化が小さく、ほぼ一定の効果を得ることができるカーブです（7
よりもフラットになる）。

Const 127 常に最大のベロシティで発音します。

Type 7、8のカーブは中打鍵時の変化が小さいので、ベロシティを必要としない場合や音の強さを
揃える場合に向いていますが、弱打鍵時の変化が大きくコントロールが難しくなっています。選択
するカーブは、ベロシティの強さや得たい効果によって使い分けてください。

Knob Mode	 [Jump, Catch, Scale]
フロント･パネル上のノブの動きを設定します。
Jump: ノブを回すと、パラメーターの値はノブが⽰す値にジャンプします。エディット時には効果
がわかりやすいので、この設定をおすすめします。
Catch: ノブを回しても、パラメーターの値はノブが⽰す値と⼀致するまで変化しません。演奏時
など唐突に⾳が変化しないようにする場合に、この設定をおすすめします。
Scale: ノブを回すと、パラメーターの値が操作⽅向と同じ⽅向へ相対的に増減します。ノブが両
端に到達するときにパラメーターの値も最大や最⼩になる割合で動作し、ノブとパラメーターの値
が⼀致すると、それ以降はノブとパラメーターの値が連動します。

パラメーターの値が変わらないとき
ノブを左右に操作してもパラメーターの値が変わらない場合があります。このときは、Knob 
Modeが“Catch”に設定されています。
“Catch”に設定した場合、エディットするパラメーターの実際の値（ディスプレイに表示される
値）とノブの位置とが合うまでは値が変化しません。ノブを操作したときに急激な値の変化に
よって、不自然にサウンドが変化することがないよう、ノブの位置が実際の位置と同じになった
ときから、ノブと値が連動して変化します。
例えば、ノブを回してパラメーターをエディットしたときに、ノブが右図のような
位置になったとします。

プログラムを切り替えたとき、パラメーターの実際の値が図に示す三角の位置だっ
たとします。
このときは、ノブを回してその位置になるまで、パラメーター値が変わりません。

実際の値を示す位置にノブが到達すると、それ以降はパラメーター値とノブが連動
して値が変わります。
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ボタン5 (GLOBAL 3)
SYNC IN、OUT端子に関する設定をします。

Sync In Unit	 [16th Note, 8th Note]
SYNC IN端子に入力された1パルスに対し、シーケンサーがどれだけ進むかを設定します。
16th Note: 1パルスにつき16分音符進みます。
8th Note: 1パルスにつき8分音符進みます。

Sync Out Unit	 [16th Note, 8th Note]
シーケンサーがどれだけ進んだときに、SYNC OUT端子から1パルスを出力するかを設定します。
16th Note: 16分音符進んだときに1パルスを出力します。
8th Note: 8分音符進んだときに1パルスを出力します。

Sync In Polarity	 [Rise, Fall]
SYNC IN端子の極性を設定します。
Rise: 波形の立ち上がりで同期します。
Fall: 波形の立ち下がりで同期します。

Sync Out Polarity	 [Rise, Fall]
SYNC OUT端子の極性を設定します。
Rise: 波形の立ち上がりで同期します。
Fall: 波形の立ち下がりで同期します。

ボタン6 (GLOBAL 4)
MIDIに関する設定をします。

MIDI Route	 [USB+MIDI, USB]
MIDIメッセージのルーティングを設定します。
USB+MIDI: 入力はUSB B端子とMIDI IN端子からのメッセージを両方とも受信し、出力は両方に
送信されます。
USB: USB B端子のみで送受信します。USB MIDIインター・フェイスとして使用する場合は、こ
の設定が便利です。

MIDI Ch	 [1...16]
MIDIチャンネルを設定します。
ノート・メッセージ、ベンド・メッセージやダンプ・メッセージのコントロール・チェンジ・メッセー
ジの送受信に、このMIDIチャンネルを使用します。

Clock Source	 [Auto (USB), Auto (MIDI), Internal]
本機はテンポやBPMに同期させることができます。このパラメーターで内部クロックまたは外部
MIDIクロックに同期するかを設定します。
Auto (USB)、Auto (MIDI): 入力がないときは内部クロックに同期します。入力があったときは、
内部クロックはそれぞれUSB B端子とMIDI IN端子からの外部MIDIクロックに同期します。
Internal: 内部クロックのみに同期します。

	SYNC IN端子にケーブルが接続されている場合は、クロック設定に関わらずSYNC IN入力
に同期します。
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En Rx Transport	 [Off, On]
MIDIのリアルタイム・メッセージのうち、スタート、ストップ、コンティニュー等のトランスポート
に関するメッセージを受信するかどうかを設定します。

Poly Chain	 [Off, Master, Slave]
ポリ・チェイン機能を設定します。
Off: ポリ・チェイン接続をしないときはOffにします。
Master: ポリ・チェイン接続時の、マスター側の機器に設定します。
Slave: ポリ・チェイン接続時の、スレーブ側の機器に設定します。

Note:	スレーブ側の機器では、グローバルの設定、MASTERノブ操作のみ可能です。それ以外
はマスター側で行います。

ボタン7 (GLOBAL 5)
MIDI Rx Prog Chg	 [Off, On]
プログラム・チェンジのMIDIメッセージを受信するかどうかを設定します。

MIDI Rx CC	 [Off, On]
コントロール・チェンジのMIDIメッセージを受信するかどうかを設定します。

Tip:	CC#1（Modulation Wheel）、CC#64（Damper）、CC#120以降は、この設定の対象外です。

MIDI Rx Pitch Bend	 [Off, On]
ピッチ・ベンドのMIDIメッセージを受信するかどうかを設定します。

MIDI Tx Prog Chg	 [Off, On]
プログラム・チェンジのMIDIメッセージを送信するかどうかを設定します。

MIDI Tx CC	 [Off, On]
コントロール・チェンジのMIDIメッセージを送信するかどうかを設定します。

MIDI Tx Pitch Bend	 [Off, On]
ピッチ・ベンドのMIDIメッセージを送信するかどうかを設定します。
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ボタン8 (GLOBAL 6)
ディスプレイの表示内容や電源に関する設定をします。

Parameter Disp	 [Normal, All]
Normal: ピッチに関するノブやエフェクト・タイプの切り替えなど、主要な情報のみをディスプレ
イに表示します。
All: MASTERノブ、MULTI ENGINEのTYPEノブ以外のノブを動かしたときには値が、スイッチ
を切り替えたときには設定が表示されます。LEDの付いているスイッチでは表示されない場合もあ
ります。オリジナルの値とほぼ一致したとき、値の右に“*”を、近い値またはオリジナルの値をまた
ぐ操作をしたときは“→”、“←”を表示します。
ノブとスイッチを操作したときに表示します。エディット・モード時は表示しません。

Brightness	 [1...10]
ディスプレイの明るさを設定します。

	大きな値に設定して使用し続けると、ディスプレイの寿命に影響します。

Auto Power Off	 [Off, 4H, 20Min]
Off: オート・パワー・オフ機能は無効になります。

Note:	オート・パワー・オフ機能をOffにすると節電効果が薄れる可能性があります。
4H: フロント・パネルや鍵盤などの操作、MIDI入力をしない状態が4時間経過すると、自動的に電源
が切れます。
20Min: 工場出荷時の設定です。フロント・パネルや鍵盤などの操作、MIDI入力をしない状態が20
分経過すると、自動的に電源が切れます。

Oscilloscope	 [Disable, Enable]
オシロスコープ機能を有効にするかどうかを設定します。
Disable: ディスプレイにプログラム名が表示されます。
Enable: ディスプレイには、音が電気信号の波形として表示されます。

Shift Function	 [Favorite, Active Step]
プレイ・モードで、SHIFTボタンを押しながらステップ・ボタンを押したときの機能を設定します。
Favorite : フェイバリット機能になります。
Active Step : アクティブ・ステップ機能になります。

ボタン10 (USER SCALE)
USER SCALE 1...6
全音域のピッチを、平均律を基準に半音単位、セント単位で調節します。
PROGRAM/VALUEノブを回すと、セント単位で設定できます。また、SHIFTボタンを押しながら
PROGRAM/VALUEノブを回すと、半音（100セント）単位で設定できます。詳しくは、「マイクロ
チューニング機能」（p.50）を参照してください。

	このパラメーターを表示しているときは、マイクロチューニングのシステム・エクスクルー
シブを受信できます。メッセージで指定されるナンバーに関係なくエディット中のスケール
の内容を上書きします。
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ボタン11 (USER OCTAVE)
USER OCTAVE 1...6
1オクターブ（C～B）のピッチを、平均律を基準に半音単位、セント単位で調節します。
PROGRAM/VALUEノブを回すと、セント単位で設定できます。また、SHIFTボタンを押しながら
PROGRAM/VALUEノブを回すと、半音（100セント）単位で設定できます。詳しくは、「マイクロ
チューニング機能」（p.50）を参照してください。

	このパラメーターを表示しているときは、マイクロチューニングのシステム・エクスクルー
シブを受信できます。メッセージで指定されるナンバーに関係なくエディット中のスケール
の内容を上書きします。

ボタン12 (SCALE CLEAR)
User Scale 1...6
ボタン10のUSER SCALE 1～ 6でエディットした、マイクロチューニングを初期化します。
ボタン12を押して、初期化するマイクロチューニングを選びます。PROGRAM/VALUEノブを回
すとディスプレイに“Press WRITE”と表示されますので、WRITEボタンを押します。

User Octave 1...6
ボタン11のUSER OCTAVE 1～ 6でエディットした、マイクロチューニングを初期化します。
ボタン12を押して、初期化するマイクロチューニングを選びます。PROGRAM/VALUEノブを回
すとディスプレイに“Press WRITE”と表示されますので、WRITEボタンを押します。

ボタン13 (SCALE DUMP)
User Scale 1...6
ボタン10のUSER SCALE 1～ 6でエディットしたマイクロチューニングを、一般的なシステム・
エクスクルーシブとして送信します。
ボタン13を押して、システム・エクスクルーシブとして送信するマイクロチューニングを選びます。
PROGRAM/VALUEノブを回すとディスプレイに“Press WRITE”と表示されますので、WRITEボ
タンを押します。

User Octave 1...6
ボタン11のUSER OCTAVE 1～ 6でエディットしたマイクロチューニングを、一般的なシステム・
エクスクルーシブとして送信します。
ボタン13を押してシステム・エクスクルーシブとして送信するマイクロチューニングを選びます。
PROGRAM/VALUEノブを回すとディスプレイに“Press WRITE”と表示されますので、WRITEボ
タンを押します。
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ボタン15 (ALL DUMP)
接続したもう1台のminilogue xdや、MIDIデータ・ファイラー、コンピューターなどへ、本機のプロ
グラム、ライブ・セットやグローバルのエクスクルーシブ・データを送信します。

All Dump (USB)
PROGRAM/VALUEノブを回すとディスプレイに“Press WRITE”と表示されます。
WRITEボタンを押すとUSB B端子からダンプ・データが送信されます。送信に約20秒かかり、その
間ディスプレイに“Transmitting”と表示されます。

	USBケーブルが接続されていない、コンピューターでMIDI INポートがオープンにされてい
ない、などの場合は送信できません。

All Dump (MIDI)
PROGRAM/VALUEノブを回すとディスプレイに“Press WRITE”と表示されます。
WRITEボタンを押すとMIDI OUT端子からダンプ・データが送信されます。送信に約3分15秒かか
り、その間ディスプレイに “Transmitting”と表示されます。
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その他

チューニング
本機はアナログ楽器の特性である、温度などの環境変化によるピッチや音色のずれが生じないよう、
自動補正するオート・チューニング機能を搭載しています。発音していないときに内部でオート・
チューニングを行います。
電源を入れた直後から継続して発音を続けると、ピッチや音色が少しずつ変化することがあります。
ピッチのずれが気になるときは、以下の手順でチューニングしてください。これにより、強制的に
チューニングが行われます。

Note:	 電源をオンにした直後は内部の温度変化が大きいため、チューニングがずれやすくなります。

1.	 SHIFTボタンを押しながらRECボタンを押します。
チューニングを開始し、ディスプレイに“Tuning...”と表示されます。
チューニングには約15秒かかります。
Tip:	間違えてチューニングを実行した場合、他の操作をする前にもう一度SHIFTボタンを押し

ながらRECボタンを押すと、実行を取り消すことができます。
Note:	チューニング中は、一時的に演奏できなくなります。

マイクロチューニング機能
マイクロチューニングとは、通常平均律で調律されている鍵盤の音律を、平均律以外の音律に変更
します。
本機では、プリセットのマイクロチューニングを搭載しているほか、オリジナルのマイクロチュー
ニングを作ることもできます。
エディット可能なマイクロチューニングは12あります。そのうち6つは、すべてのノートのピッ
チを設定するUSER SCALEで、残りの6つはオクターブごとに同じチューニングが繰り返される
USER OCTAVEです。
本機は、プログラムごとにマイクロチューニングを選択することができます。選択できるマイクロ
チューニングについてはPROGRAM EDITモードの「Microtuning」（p.36）を参照してください。

マイクロチューニングのエディット
ここでは、USER SCALE 3をエディットしてみましょう。

1.	 EDIT MODEボタンで、GLOBAL EDITモードに入ります。

1 2 3 4 5 6 7 8 1110 129 13 14 15 16

2

1

4
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2.	ボタン10を3回押します。
ディスプレイに、USER SCALE 3が表示されます。

3.	 エディットするノートを鍵盤で弾きます。
ディスプレイに、ノート名が表示されます。

この画面を表示しているときは、エディット中のマイクロチューニングで発音されます。
Tip:	複数の鍵盤を押すことで、最大4つのノートを同時にエディットすることもできます。

4.	 PROGRAM/VALUEノブを回して、そのノートを平均律から何セントずらして発音するかを設定
します。

SHIFTボタンを押しながらPROGRAM/VALUEノブを回すと、ノート名をずらして発音するよ
う設定することもできます。

USER OCTAVEをエディットするときは、上記の手順2で、ボタン11を押してUSER OCTAVEの
画面を表示させてから、手順3以降を行ってください。

ポリ・チェイン
ポリ・チェイン機能を使って、本機にもう一台のminilogue xdを接続すると、8ボイスのシンセサイ
ザーとして演奏することができます。
まずマスター側の機器を“Master”に、スレーブ側の機器を“Slave”にそれぞれ設定します。
そして、MIDIケーブルで、マスター側のMIDI OUT端子とスレーブ側のMIDI IN端子とを接続します。
オーディオ信号はそれぞれの機器から出力されます。2台のOUTPUT端子を外部ミキサーなどと接
続し、それらの音量を調節します。
マスター側を演奏すると、5～ 8番目のボイスがスレーブ側で発音され、全体で8ボイスの演奏が可
能になります。詳しくは、「Poly Chain」（p.46）を参照してください。
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工場出荷時の状態に戻す
プリセット・プログラムや本機全体に関連する設定を、工場出荷時の状態に戻すことができます。

1.	 本機の電源をオフにします。

2.	WRITEボタンとEXITボタンを押しながら、電源スイッチをオンにします。
ディスプレイに“FACTORY RESET”と表示されます。

3.	 PROGRAM/VALUEノブで、工場出荷時に戻す項目を選びます。
PRESET: プリセット・プログラム（001～ 200）とライブ・セットの登録が工場出荷時の状態に
戻ります。
	プリセット・プログラムを消去したくないときは、あらかじめWRITEボタンでユーザー・プ
ログラム（201～ 500）に保存しておいてください。

GLOBAL: グローバルの設定が工場出荷時の状態に戻ります。
ALL: プリセット・プログラム、ユーザー・プログラム、ライブ・セット、グローバルの設定が工
場出荷の状態に戻ります。
	すべてのデータが工場出荷時の設定に書き替わります（ユーザー・プログラムに保存した音
色も消去されます）ので、十分注意してください。

4.	 WRITEボタンを押します。
ディスプレイに“Are you sure?”と表示されます。

5.	 PROGRAM/VALUEノブで“Yes”を選択し、WRITEボタンを押します。
工場出荷時のデータが本機にロードされ、工場出荷時の状態に戻ります。
	データのロード中は、絶対に電源をオフにしないでください。内部のデータが破壊される場
合があります。

SHIFTボタンを使ったショートカット
SHIFTボタンと他のボタン類を同時に操作することで、ダイレクトに便利な機能を使うことができ
ます。

機能 SHIFTボタン + 

パネル情報のロード
(LOAD PNL)

プレイ・モード
WRITEボタン

選んだプログラムにフロント・パネルのスイッチ、ノ
ブの状態を読み込みます。
フロント・パネル上の設定と音色を一致させるときに
使用します。

チューニング
(TUNING)

プレイ・モード
RECボタン

音のずれが気になったときにはこの機能を実行し、
チューニングをし直すことができます。
操作を取り消すときは、他の操作をする前にもう一度
SHIFTボタンを押しながらRECボタンを押します。

シーケンス・データ
の消去
(SEQ CLR)

プレイ・モード
RESTボタン

選んだプログラムのシーケンス・データ（ノートと
モーション・シーケンスを含む）を消去します。
操作を取り消すときは、シーケンス・データを変更す
る前に、もう一度SHIFTボタンを押しながらRESTボ
タンを押します。
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機能 SHIFTボタン + 

MULTI ENGINEの
パラメーターの設定
(ALT)

プレイ・モード
MULTI ENGINEをNOISE/
VPM/USRスイッチで“VPM”
を選択時
（MULTI ENGINE）SHAPEノブ

モジュレーターの割合を調節します。

プレイ・モード
MULTI ENGINEをNOISE/
VPM/USRスイッチで“NOISE”
にし、TYPEノブで“Decim”を選
択時
（MULTI ENGINE）SHAPEノブ

キーボード・トラックによるサンプル・レートの深さ
を調節します。

モジュレーション・
エフェクトのサブ・
タイプの選択
(TYPE)

プレイ・モード
DEL/REV/MODスイッチで
“MOD”を選択時
（EFFECTS）OFF/ON/
SELECTスイッチ

SHIFTボタンを押しながらOFF/ON/SELECTス
イッチをSELECT側に倒すたびに、エフェクトのサ
ブ・タイプを設定します。

ディレイ、リバーブ
のWet/Dryの設定

プレイ・モード
DEL/REV/MODスイッチで
“DEL”または“REV”を選択時
DEPTHノブ

ディレイまたはリバーブのWet/Dryを調節します。

プログラムの選択 プレイ・モード
PROGRAM/VALUEノブ

現在選ばれているプログラムの10個前、または10個
後ろのプログラムを選択します。

フェイバリット・プ
ログラムの選択

プレイ・モード
Shift Functionで“Favorite”
を選択時
ボタン1～ 16

SHIFTボタンを押しながらボタン1～ 16ボタンを押
すと、ボタンにフェイバリット・プログラムとして登
録されていたプログラムが呼び出されます。

フェイバリット・プ
ログラムの登録

プレイ・モード
Shift Functionで“Favorite”
を選択時
ボタン1～ 16

SHIFTボタンを押しながらボタン1～ 16ボタンを長
押しすると、現在のプログラムがフェイバリット・プ
ログラムとして登録されます。

アクティブ・ステッ
プの設定

プレイ・モード
Shift Functionで“Active 
Step”を選択時
ボタン1～ 16

アクティブ・ステップのオン、オフを切り替えます。

ピッチの設定 プレイ・モード
（VCO1、VCO2）PITCHノブ

半音単位でピッチを設定します。

LFO波形の位相の設
定

プレイ・モード
（LFO）INTノブ

LFO波形の位相を逆に設定します。
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機能 SHIFTボタン + 

マイクロチューニン
グのエディット

GLOBAL EDITモード
“USER SCALE”または
“USER OCTAVE”を選択時
PROGRAM/VALUEノブ

100セント（半音）単位で設定します。

キー・トリガー プレイ・モード
PLAYボタン

SHIFTボタンを押しながらPLAYボタンを押すと、キー・
トリガーがオン（PLAYボタンが点滅）になります。
SHIFTボタンを押しながらPLAYボタンを長押し
すると、キー・トリガーがホールド（SHIFTボタン、
PLAYボタンが点滅）に、ホールド時にSHIFTボタン
を押すと、ホールドがオフになります。
再度SHIFTボタンを押しながらPLAYボタンを押す
と、キー・トリガーがオフになります。
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他機器と一緒に使う

SYNC IN/OUT端子で接続する
本機は、コルグvolcaシリーズやSYNC IN/OUT端子を搭載した機器と接続し、複数製品をテンポ
同期で演奏することができます。

	SYNC IN/OUT端子はスタート、ストップ信号の送受信には非対応です。例えば本機のシー
ケンサーをスタート、ストップしても、接続機器のシーケンサーを同時にスタート、ストップ
させることはできません。

本機に外部機器を同期させる場合
本機でvolcaなどの外部機器を同期演奏させる場合は、本機のSYNC OUT端子と外部機器のSYNC 
IN端子をステレオ・ミニ・ケーブルで接続します。

本機の「Sync Out Unit」（p.45）と1台目の外部機器のSync In Unitを同じ設定にします。同様に、
2台目の外部機器のSync In Unitを同じ設定にします。
外部機器の設定は、それぞれの取扱説明書をご覧ください。

外部機器に本機を同期させる場合
外部機器で本機を同期演奏させる場合は、外部機器のSYNC OUT端子と本機のSYNC IN端子をス
テレオ・ミニ・ケーブルで接続します。

本機の「Sync In Unit」（p.45）と、外部機器のSync Out Unitを同じ設定にします。同様に、「Sync 
In Polarity」（p.45）と、外部機器のSync Out Polarityを同じ設定にします。
外部機器の設定は、それぞれの取扱説明書をご覧ください。

SYNC OUT SYNC IN

ステレオ・ミニ・ケーブル

SYNC OUT SYNC IN

ステレオ・ミニ・ケーブル

minilogue xd

SYNC IN

ステレオ・ミニ・ケーブル

SYNC OUT

minilogue xd
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CV IN端子で接続する
CV出力が可能な外部機器を接続し、本機をコントロールすることができます。本機のCV IN端子と
外部機器のCV OUT端子をモノラル・ミニ・ケーブルで接続します（ステレオ・ミニ・ケーブルも使
用可）。

本機の「ボタン5 (CV INPUT)」（p.36）でCV IN端子について設定します。
外部機器の設定は、それぞれの取扱説明書をご覧ください。

MIDI機器、コンピューターと接続する
MIDIとはMusical Instrument Digital Interfaceの略で、電子楽器やコンピューターの間で、演奏
に関するさまざまな情報をやり取りするための世界共通の規格です。
MIDI機器同士をMIDIケーブルなどで接続することで、異なるメーカーの電子楽器やコンピューター
との間で演奏情報のやり取りをすることができます。
本機は、コンピューターとの接続にUSBケーブルを使用することもできます。また、サウンドを変
化させるおもなパラメーターにはMIDIコントロール・チェンジ・ナンバー（CC#）が割り当てられ
ており、外部MIDIシーケンサーなどでそれらをコントロールしながら、音源部を発音させることが
できます。さらに、フロント・パネルのノブやボタンを操作することによって、それらのコントロー
ル・チェンジ・メッセージを送信して外部MIDI機器をコントロールできます。
その他に、外部MIDIシーケンサーなどのMIDIクロックに、本機のテンポを同期させることができ、
演奏に追従するように変化させることができます。

本機から外部MIDI音源をコントロールする場合
鍵盤やコントローラーなどで、外部MIDI音源を発音させたりコントロールしたりする場合は、本機の
MIDI OUT端子と外部MIDI音源のMIDI IN端子をMIDIケーブルで接続します。

CV IN

モノラル・ミニ・ケーブル

CV OUT

minilogue xd

MIDI OUT MIDI IN

MIDI音源

minilogue xd
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外部MIDI機器から本機をコントロールする場合
外部MIDIキーボードやシーケンサーなどで、本機の音源を発音させたりコントロールしたりする場
合は、外部MIDI機器のMIDI OUT端子と本機のMIDI IN端子をMIDIケーブルで接続します。

外部MIDIシーケンサーやコンピューター等と接続する場合
本機の鍵盤演奏を外部MIDIシーケンサーやコンピューター（MIDIインターフェイスで接続）にレ
コーディングし、レコーディング時のモニターやプレイバック時に本機を発音させることができま
す。本機を入力用キーボード兼MIDI音源として使用することができます。この場合は、本機と外部
MIDIシーケンサーやコンピューターのMIDI OUT端子とMIDI IN端子を相互に接続します。

	MIDIインターフェイス機器によっては、本機のMIDIエクスクルーシブ・メッセージを送受信
できない場合があります。

Tip:	コンピューターとの接続にはUSB端子を使用するのが便利です。

コンピューターとUSB接続する場合
USB接続するときは、コンピューターにKORG USB-MIDIドライバーをインストールする必要が
あります。コルグ・ウェブサイトよりKORG USB-MIDIドライバーをダウンロードし、付属のドキュ
メントに従ってインストールしてください。

	MIDI接続またはUSB接続で、どちらかが正常に動作しない場合は、「MIDI Route」（p.45）
で設定を確認してください。

MIDI IN MIDI OUT

MIDIキーボード

minilogue xd

MIDI IN MIDI OUT

MIDI OUT

MIDI IN

コンピューター

MIDI
インターフェイス

minilogue xd
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接続後のMIDIに関する各設定
MIDIチャンネルの設定
外部MIDI機器を接続してデータをやり取りするときは、本機のMIDIチャンネルと外部MIDI機器の
MIDIチャンネルを合わせる必要があります。
本機のMIDIチャンネルは、「MIDI Ch」（p.45）で設定してください。

Tip:	外部MIDI機器の同期に関する設定は、ご使用になる機器の取扱説明書を参照してください。

外部MIDIシーケンサーやコンピューター接続時のMIDIのローカル設定
外部MIDIシーケンサーやコンピューター等と接続する場合、外部MIDIシーケンサーやコンピュー
ターのエコー・バックがオンで、本機のローカル・コントロールがオンの状態になっていると、鍵盤
を弾いたときに演奏データが外部MIDIシーケンサーに送信され、これらのエコー ･バックで本機の
音源が発音することになります。このように鍵盤を弾くことによる発音とエコー ･バックによる発
音とで二重に発音するのを防ぐためには、本機のGLOBAL EDITモードの「Local SW」（p.43）を
“Off”にします。

MIDIフィルターの設定
プログラム・チェンジ、コントロール・チェンジ、ピッチ・ベンドを送受信する、しないを設定する
ことができます。
これらの設定は、「ボタン7 (GLOBAL 5)」（p.46）を参照してください。

シーケンサーで同期演奏する
シーケンサーで同期演奏をするときに、本機をマスター（コントロールする側）にするか、スレーブ
（コントロールされる側）にするかは、「Clock Source」（p.45）を設定します。
外部MIDI機器の同期に関する設定は、ご使用になる機器の取扱説明書を参照してください。

本機をマスター、外部MIDI機器をスレーブとする場合
本機のMIDI OUT端子と外部MIDI機器のMIDI IN端子を接続します。
本機の「Clock Source」（p.45）を“Internal”に設定します。外部MIDI機器は外からMIDIクロッ
クを受信するように設定します。これで本機はマスターとなり、本機のTEMPOノブで設定した
BPMでMIDIタイミング・クロックを送信し、外部MIDI機器（シーケンサーやリズム・マシンなど）が
動作します。

外部MIDI機器をマスター、本機をスレーブとする場合
本機のMIDI IN端子と外部MIDI機器のMIDI OUT端子を接続します。
本機の「Clock Source」（p.45）を“Auto (MIDI）”に設定し、外部MIDI機器でMIDIクロックを送信
するように設定します。
本機は、MIDIタイミング・クロックを受信すると自動的にスレーブになり、外部MIDI機器（シーケン
サーやリズム・マシンなど）のテンポでシーケンサーが動作します。

Note:	本機のClock Sourceを“Auto (USB)”または“Auto (MIDI)”に設定しても、外部からク
ロックが入力されなければ、本機は自動的にInternalとして動作します。
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データ・リスト

エフェクト・リスト
EFFECT TYPE: DELAY SUB TYPE

Delay Stereo 左右に広がりのあるステレオ・ディレイです。

Mono ストレート・タイプのモノラル・ディレイです。

Ping Pong ディレイ音が左右交互に飛び交うピンポン・ディレイです。

Hipass ハイパス・フィルターを備え、低周波数帯域が薄れていくディレイです。

Tape テープ・エコーをシミュレートしています。

One Tap ディレイ音が1回だけ鳴る、フィードバックの無いディレイです。

Stereo BPM ディレイ・タイムがTEMPOボタンの設定に同期しているステレオ・
ディレイです。

Mono BPM ディレイ・タイムがTEMPOボタンの設定に同期しているモノラル・
ディレイです。

Ping BPM ディレイ・タイムがTEMPOボタンの設定に同期しているピンポン・
ディレイです。

Hipass BPM ディレイ・タイムがTEMPOボタンの設定に同期しているハイパス・
ディレイです。

Tape BPM ディレイ・タイムがTEMPOボタンの設定に同期しているテープ・エ
コーです。

Doubling ダブリング効果の得られるショート・ディレイです。

EFFECT TYPE: REVERB SUB TYPE

Reverb Hall 中くらいの大きさのコンサート・ホールやアンサンブル・ホールの残響
音が得られるホール・タイプのリバーブです。

Smooth 高域の伸びるクリアーなリバーブです。

Arena スタジアムなどの広い空間をイメージしたリバーブです。

Plate 暖かみのある（密度の濃い）残響音が得られるプレート・リバーブです。

Room 小さめの部屋の残響をイメージしたリバーブです。

Early Ref 余韻よりも明るめの初期反射音を強調したリバーブです。

Space 宇宙をイメージした不安定なリバーブです。

Riser 残響音がオクターブ上に広がるきらびやかなリバーブです。

Submarine 残響音がオクターブ下に広がる深いリバーブです。

Horror 残響音の音程が大きく揺れるリバーブです。
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EFFECT TYPE: MOD SUB TYPE

CHORUS Stereo 入力信号をゆらすことによって、音に厚みや暖かさを与えるステレオ・
コーラスです。

Light ステレオ・タイプよりモジュレーションが浅いコーラスです。

Deep ステレオ・タイプよりモジュレーションの深いコーラスです。

Triphase LFOの位相の異なる3個のコーラスを持つエフェクトです。

Harmonic 倍音が少し強調されるコーラスです。

Mono モノラル・タイプのコーラスです。

Feedback フィードバックによりショート・ディレイのような効果が加わるコーラ
スです。

Vibrato ビブラート効果が得られます。

ENSEMBLE Stereo 細かなゆらぎを持ったLFOによるエフェクトです。立体的な深みと広
がりのあるアンサンブル効果が得られます。

Light ステレオ・タイプよりゆらぎが浅いアンサンブルです。

Mono モノラル・タイプのアンサンブルです。

PHASER Stereo 音の位相を動かすことによってうねりを作り出すエフェクトです。

Fast ステレオ・タイプよりうねりのスピードが速いフェイザーです。

Orange オレンジ色のボックスに入った人気の高いアナログ・フェイザーをモデ
ルにしています。

Small 70年代のニューヨークで生まれたクラシック・フェイザーをモデルに
しています。

Small Reso スモール・タイプのピーク成分が強めのサウンドです。

Black デンマーク製の広いレンジをもつフェイザーをモデルにしています。

Formant 人の声のようなサウンドが生まれるフェイザーです。

Twinkle キラキラとしたサウンドを生み出すフェイザーです。

FLANGER Stereo 激しいうねりと音程の移動感を与えるエフェクトです。

Light ステレオ・タイプよりも効果が薄めにかかるフランジャーです。

Mono モノラル・タイプのフランジャーです。

High Sweep 高周波数帯域がスウィープするフランジャーです。

Mid Sweep 中周波数帯域がスウィープするフランジャーです。

Pan Sweep 左右に動いて聞こえるフランジャーです。

Mono Sweep モノラル・タイプでスウィープするフランジャーです。

Triphase 3個のLFOにより効果のかかるフランジャーです。

(USER) 工場出荷時はユーザー・エフェクトを搭載していないため選択できません。ユーザー・エフェ
クトを本機にロードすると選択できるようになります。詳しくは、「logue SDK」(www.korg.
com）をご覧ください。
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プログラム・リスト
No Program Name Category Voice Mode Author
1 Replicant xd Pad POLY Luke Edwards
2 TyoCityLoop Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
3 Sharp Fifth Poly Synth POLY Artemiy Pavlov
4 Quarra Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
5 Terror Key Poly Synth POLY KORG Inc.
6 PWM Cloud Poly Synth POLY Artemiy Pavlov
7 Pump SAW Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
8 Orchestra xD Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
9 MirroredBass Bass UNISON KORG Inc.
10 Mr. Squelch Bass CHORD Artemiy Pavlov
11 MetalFnkLead Lead CHORD Tomohiro Nakamura
12 Space Clavi Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
13 VelocityStab Chord CHORD KORG Inc.
14 Bassblaster Bass CHORD KORG Inc.
15 Digital Rush Arp ARP KORG Inc.
16 OnTheLevel Poly Synth POLY Ian Bradshaw
17 CheeseRoyale Poly Synth POLY Taylor McFerrin
18 BabeWave Poly Synth POLY Nick Kwas
19 Pluck VPM Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
20 Pulsating80s Poly Synth POLY Luke Edwards
21 Fifth Kiss Poly Synth POLY Artemiy Pavlov
22 Warm Dtn Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
23 Funky Stab Poly Synth POLY Luke Edwards
24 Harp xd Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
25 Future Pulse Poly Synth POLY Luke Edwards
26 Atk&Rel Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
27 Prolly800mk2 Poly Synth POLY Nick Kwas
28 Kawaii Chord Poly Synth POLY Nick Kwas
29 Creep Lights Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
30 Trill Synth Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
31 LapisLazuli Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
32 Claymate Poly Synth POLY Dorian Concept
33 DownStair Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
34 FallingPluck Poly Synth POLY Dorian Concept
35 Rainchild Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
36 Tape*Sine Poly Synth POLY Dorian Concept
37 Mini Moon Poly Synth POLY Nick Kwas
38 Petrichor Poly Synth POLY Taylor McFerrin
39 LoFi Strings Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
40 Signal Key Poly Synth POLY KORG Inc.
41 Organ xd Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
42 Organic Keys Poly Synth POLY Taylor McFerrin
43 K.ORG Poly Synth POLY Artemiy Pavlov
44 Soapy EP Poly Synth POLY Artemiy Pavlov
45 Logue Lady Poly Synth POLY Nick Kwas
46 90's EPiano Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
47 XD Seven Poly Synth POLY Artemiy Pavlov
48 Roadz Bell Poly Synth POLY Ian Bradshaw
49 Glocken xd Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
50 Smart Bell Poly Synth POLY KORG Inc.
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No Program Name Category Voice Mode Author
51 FantaBell Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
52 GateStepps Poly Synth POLY Taylor McFerrin
53 Gate 4AM Poly Synth POLY Taylor McFerrin
54 1982theme Poly Synth POLY Tomohiro Nakamura
55 LukeWarm Pad Pad POLY Luke Edwards
56 RiseToPower Pad POLY Luke Edwards
57 Eyes Of Owl Pad POLY Tomohiro Nakamura
58 Nowhere Pad Pad POLY Tomohiro Nakamura
59 WaveSeq Pad Pad POLY Tomohiro Nakamura
60 GlasssinePad Pad POLY Tomohiro Nakamura
61 Angelic Vox Pad POLY Artemiy Pavlov
62 Plastic Pad Pad POLY Artemiy Pavlov
63 Haunted Pad Pad POLY Artemiy Pavlov
64 Gaia Dawn Pad POLY Tomohiro Nakamura
65 Swollen Pad Pad POLY Dorian Concept
66 Xtra Fat Pad POLY Artemiy Pavlov
67 Sacred Wall Pad POLY KORG Inc.
68 Ring PWM Pad POLY Artemiy Pavlov
69 BrightStrngs Pad POLY Artemiy Pavlov
70 Square Drone Pad POLY Artemiy Pavlov
71 Boombastic Bass CHORD Artemiy Pavlov
72 Dirty Trappn Bass UNISON Nick Kwas
73 M.G.Bass Bass CHORD KORG Inc.
74 Octava Bass Bass CHORD Taylor McFerrin
75 PWM Bass Bass CHORD Artemiy Pavlov
76 Cutie Bass Bass CHORD KORG Inc.
77 Anchor Bass Bass CHORD KORG Inc.
78 TriKO Bass Bass CHORD Tomohiro Nakamura
79 Pluck Bass Bass CHORD Artemiy Pavlov
80 Sharp Teeth Bass CHORD Artemiy Pavlov
81 Hypno Acid Bass CHORD Artemiy Pavlov
82 Spike Bass Bass UNISON KORG Inc.
83 Pure Vintage Bass CHORD Artemiy Pavlov
84 Tronic Bass Bass CHORD Artemiy Pavlov
85 Multi Bass Bass CHORD Artemiy Pavlov
86 Thick Bass Bass UNISON Luke Edwards
87 FM Dubz Bass UNISON Luke Edwards
88 Brawl Bass Bass CHORD KORG Inc.
89 Wire Bass Bass CHORD Tomohiro Nakamura
90 ScreaFM Bass Bass CHORD Tomohiro Nakamura
91 Dirty Pulse Bass CHORD Artemiy Pavlov
92 Crude Pulse Bass CHORD Artemiy Pavlov
93 Flat Lead Lead CHORD KORG Inc.
94 Cheese Lead Lead CHORD Tomohiro Nakamura
95 Classic Lead Lead CHORD KORG Inc.
96 Waard Lead Lead CHORD KORG Inc.
97 OrientalLead Lead CHORD KORG Inc.
98 RingSoloLead Lead CHORD KORG Inc.
99 Rave Synth Lead UNISON Artemiy Pavlov
100 Detuned Saw Lead UNISON Luke Edwards
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No Program Name Category Voice Mode Author
101 Pressure Lead POLY KORG Inc.
102 Vreeeew Lead POLY Nick Kwas
103 EvilSyncLead Lead UNISON Tomohiro Nakamura
104 OvrdriveLead Lead UNISON KORG Inc.
105 Hybrid Lead POLY Artemiy Pavlov
106 Hoover Cloud Lead UNISON Artemiy Pavlov
107 Dense Lead Lead CHORD Taylor McFerrin
108 The Blob Lead CHORD Dorian Concept
109 WaveringLead Lead UNISON Luke Edwards
110 Message From Lead CHORD KORG Inc.
111 Joystick! Lead CHORD Tomohiro Nakamura
112 #brew time Arp ARP Luke Edwards
113 Duality Arp ARP Artemiy Pavlov
114 Cluster 5th Arp ARP Dorian Concept
115 Innerstellar Arp ARP Tomohiro Nakamura
116 xdBassRepeat Arp ARP Luke Edwards
117 Cloud Level Arp ARP Nick Kwas
118 Beautyvolver Arp ARP Nick Kwas
119 Sparkles Arp ARP Artemiy Pavlov
120 Trance Vibes Arp ARP Artemiy Pavlov
121 Warpeggio Arp ARP Dorian Concept
122 LetGo Arp Arp ARP Dorian Concept
123 Fat Plucks Arp ARP KORG Inc.
124 Alarm&Bottle Arp POLY KORG Inc.
125 Deep Flavor Chord CHORD KORG Inc.
126 Piano Chord Chord CHORD Artemiy Pavlov
127 Gxyexp Stab Chord CHORD KORG Inc.
128 Lush m7 Chord CHORD Artemiy Pavlov
129 SpiralNebula Chord CHORD KORG Inc.
130 Third Code Chord CHORD Taylor McFerrin
131 Sirens SFX POLY Artemiy Pavlov
132 Halo Pad SFX POLY Taylor McFerrin
133 Antidote SFX CHORD Taylor McFerrin
134 Starship SFX POLY Artemiy Pavlov
135 Space Acid SFX CHORD Artemiy Pavlov
136 Late Riser SFX POLY Taylor McFerrin
137 Doppler Pad SFX POLY Taylor McFerrin
138 Disco Callin SFX CHORD KORG Inc.
139 RuinHitChart SFX UNISON Tomohiro Nakamura
140 Broken Toy SFX POLY Tomohiro Nakamura
141 PTN Techno1 Drum POLY Tomohiro Nakamura
142 PTN Techno2 Drum CHORD Tomohiro Nakamura
143 PTN DubTch Drum POLY Tomohiro Nakamura
144 PTN Acieeed? Drum CHORD Tomohiro Nakamura
145 PTN Mutant Drum POLY Tomohiro Nakamura
146 PTN Mellow Drum POLY Tomohiro Nakamura
147 Game On! Drum POLY Tomohiro Nakamura
148 16bt Bass Drum CHORD Tomohiro Nakamura
149 VPM Plant Drum UNISON Tomohiro Nakamura
150 BDSDHHTOM Drum POLY Tomohiro Nakamura
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No Program Name Category Voice Mode Author
151 TPL BasicSaw Template POLY KORG Inc.
152 TPL BasicTri Template POLY KORG Inc.
153 TPL BasicSqr Template POLY KORG Inc.
154 TPL BasicSin Template POLY KORG Inc.
155 TPL LayerOct Template POLY KORG Inc.
156 TPL Layer5th Template POLY KORG Inc.
157 TPL 3sawPoly Template POLY KORG Inc.
158 TPL 4sawDuo Template POLY KORG Inc.
159 TPL 8sawMono Template UNISON KORG Inc.
160 TPL SyncVCO2 Template POLY KORG Inc.
161 TPL RingVCO2 Template POLY KORG Inc.
162 TPL XmodVCO2 Template POLY KORG Inc.
163 TPL ResoVelo Template POLY KORG Inc.
164 TPL ShortTom Template POLY KORG Inc.
165 TPL Sweeping Template POLY KORG Inc.
166 TPL EG+1shot Template POLY KORG Inc.
167 TPL PulseWM Template POLY KORG Inc.
168 TPL VPMmod Template POLY KORG Inc.
169 TPL TrillLFO Template POLY KORG Inc.
170 TPL PumpSaw Template POLY KORG Inc.
171 TPL ChordHit Template CHORD KORG Inc.
172 TPL RandArp Template ARP KORG Inc.
173 TPL Repeater Template ARP KORG Inc.
174 TPL PingPong Template POLY KORG Inc.
175 TPL Downpour Template POLY KORG Inc.
176 TPL 100%Wet Template POLY KORG Inc.
177 TPL Doubling Template POLY KORG Inc.
178 TPL Parroted Template POLY KORG Inc.
179 TPL PumpNois Template CHORD KORG Inc.
180 TPL DownSmpl Template CHORD KORG Inc.
181 TPL ThruVCF Template POLY KORG Inc.
182 TPL 2Sines Template POLY KORG Inc.
183 TPL Reversed Template POLY KORG Inc.
184 TPL LongSeq Template POLY KORG Inc.
185 TPL Strings Template POLY KORG Inc.
186 TPL Brass Template POLY KORG Inc.
187 TPL Organ Template POLY KORG Inc.
188 TPL WahClav Template POLY KORG Inc.
189 TPL A.EPiano Template POLY KORG Inc.
190 TPL D.EPiano Template POLY KORG Inc.
191 TPL A.Bell Template POLY KORG Inc.
192 TPL D.Bell Template POLY KORG Inc.
193 TPL SubBass Template UNISON KORG Inc.
194 TPL LofiSine Template CHORD KORG Inc.
195 TPL MonoDriv Template CHORD KORG Inc.
196 TPL RoarVPM Template CHORD KORG Inc.
197 TPL Talkie Template POLY KORG Inc.
198 TPL Kick Template POLY KORG Inc.
199 TPL Snare Template POLY KORG Inc.
200 TPL Hats Template CHORD KORG Inc.
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No Program Name Category Voice Mode Author
201

(Init Program)

...

500

All Programs were made by Artemiy Pavlov, Dorian Concept, Ian Bradshaw, Luke Edwards, Nick 
Kwas, Taylor McFerrin, Tomohiro Nakamura and KORG Inc.
For more information about the authors please visit:
Artemiy Pavlov
https://www.sinevibes.com/

Dorian Concept
https://www.dorianconcept.com/

Taylor McFerrin
https://www.taylormcferrin.com/

Tomohiro Nakamura (aka ghostradioshow)
http://www.youtube.com/user/ghostradioshow
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仕様

鍵盤（minilogue xd） 37鍵（スリム鍵盤、ベロシティ対応）

音源 アナログ音源 + マルチ・デジタル音源

最大同時発音数 4ボイス

プログラム 500（工場出荷時は200のプリセット・プログラム、300のユーザー・プログラム）
各プログラムにはボイス・モードの設定を含む。
フェイバリット機能搭載。

ボイス・モード 4（ARP/LATCH、CHORD、UNISON、POLY）
VOICE MODE DEPTHノブで、モードごとにそれぞれ異なるパラメーターを変更
可能。

シーケンサー 16ステップ・ポリフォニック・シーケンサー

音源システム 2 VCO（矩形波、三角波、ノコギリ波）、MULTI ENGINE（ノイズ・ジェネレーター、
VPMオシレーター、ユーザー・オシレーター）、1 VCF、2 EG、1 LFO、1 VCA

エフェクト DELAY、REVERB、MOD（CHORUS、ENSEMBLE、PHASER、FLANGER、
USER）

ディスプレイ メイン： オシロスコープ機能付き有機ELディスプレイ
MULTI ENGINEセクション： 6桁 x 1行 7セグメントLED

入出力端子 ヘッドホン端子（6.3mmステレオ・フォーン・ジャック）
OUTPUT L/MONO、R端子（6.3mmモノラル・フォーン・ジャック、不平衡）
DAMPER端子（ハーフ・ダンパー非対応）
SYNC IN端子（ステレオ・ミニ・フォーン･ジャック、最大入力レベル20V）
SYNC OUT端子（ステレオ・ミニ・フォーン・ジャック、出力レベル5V）
CV IN 1、2端子（モノラル・ミニ・フォーン・ジャック、入力電圧：Modulationモード時
－5V～ 5V、CV/Gateモード時－3V～ 5V）
MIDI IN、OUT端子
USB B端子

電源 ACアダプター（DC9V、  ）

消費電力 8W（無負荷時消費電力： 0.1W、230V時）

外形寸法
（幅 × 奥行き × 高さ）

minilogue xd： 500 × 300 × 85 mm
minilogue xd module： 500 × 179 × 85 mm

質量 minilogue xd： 2.8 kg
minilogue xd module： 2.6 kg

付属品 ACアダプター、クイック・スタート・ガイド、安全上のご注意/保証規定/アフター
サービス

アクセサリー (別売） DS-1H（ダンパー・ペダル）
PS-1（ペダル・スイッチ）
PS-3（ペダル・スイッチ）

※	 仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。
※	 本機は天然木を使用しているため、木目や節の出方、色の濃淡に個体差があります。
※	 すべての製品名および会社名は、各社の商標または登録商標です。



MIDIインプリメンテーション・チャート

モード1：.オムニ・オン、ポリ. モード2：.オムニ・オン、モノ. ○：.あり
モード3：.オムニ・オフ、ポリ. モード4：.オムニ・オフ、モノ. ×：.なし

MIDIインプリメンテーションの配布については、コルグ・ウェブサイトをご確認ください。

MIDIインプリメンテーション・チャート

ファンクション…
送　　　信 受　　　信 備　　　考

ベーシック
チャンネル

電源ON時
設定可能

アフター
タッチ

ピッチ・ベンド

キー別
チャンネル別

プログラム
チェンジ 設定可能範囲

リアル
タイム

クロック
コマンド

エクスクルーシブ

コモン
ソング・ポジション
ソング・セレクト
チューン

その他

ローカル.ON／OFF
オール・ノート・オフ
アクティブ・センシング
リセット

ベロシティ ノート・オン
ノート・オフ

ノート
ナンバー 音域

モード
電源ON時
メッセージ
代用

備考...

コントロール
チェンジ

Date:.2019..12..17
Ver.:.1.22
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○
○

記憶される.

3
×

[POLYPHONIC.ANALOGUE.SYNTHESIZER]
Model:.minilogue.xd/minilogue.xd.module

バンク・セレクト.(MSB,.LSB).. ＊2
Joystick.(+Y,.－Y). ＊2
PORTAMENTO. ＊2
Data.Entry.(MSB). ＊2
Volume/Expression. ＊2
VOICE.MODE.DEPTH. ＊2
VCO1.WAVE/OCTAVE/PITCH/SHAPE. ＊2
VCO2.WAVE/OCTAVE/PITCH/SHAPE. ＊2
MULTI.TYPE/SUB.TYPE/SHAPE/SHIFT.SHAPE. ＊2
MIXER.VCO1/VCO2/MULTI. ＊2
CUTOFF/RESONANCE. ＊2
CUTOFF.DRIVE/KEYTRACK. ＊2
AMP.EG.A/D/S/R. ＊2
EG.A/D,.EG.INT,.EG.TARGET. ＊2
LFO.WAVE/MODE/RATE. ＊2
LFO.INT/TARGET. ＊2
MOD.FX.TYPE/SUB.TYPE/TIME/DEPTH. ＊2
DELAY.TYPE/TIME/DEPTH/DRY.WET. ＊2
REVERB.TYPE/TIME/DEPTH/DRY.WET. ＊2
SYNC/RING/CROSS.MOD.DEPTH. ＊2
MOD.FX.ON-OFF/DELAY.ON-OFF/REVERB.ON-OFF. ＊2
CV.IN.(1,.2). ＊2.＊7
NRPN.(LSB,.MSB). ＊2
Damper. ＊2
All.sound.off,.Reset.all.Controllers. ＊2

0,.32
1,.2

5
6

7,.11
27

50,.48,.34,.36
51,.49,.35,.37

53,.103,.54,.104
39,.40,.33

43,.44
84,.83

16,.17,.18,.19
20,.21,.22,.23

57,.58,.24
26,.56

88,.96,.28,.29
89,.105,.106,.107
90,.108,.109,.110

80,.81,.41
92,.94,.95

98,.99
118,.119

64
120,.121

○
○
○
○
X
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
X

1－16
1－16

.. ＊3

..

..

..

..

. ＊1

.. ＊5

.. ＊６

..

＊1:.グローバル設定.MIDI.Rx.Pitch.Bend=Onのときは受信、MIDI.Tx.Pitch.Bend=Onのときは送信する。
＊2:.グローバル設定.MIDI.Rx.CC=Onのときは受信、MIDI.Tx.CC=Onのときは送信する。
＊3:.グローバル設定.MIDI.Rx.Prog.Chg=Onのときは受信、MIDI.Tx.Prog.Chg=Onのときは送信する。
＊4:.KORGエクスクルーシブ以外にインクワイアリー・メッセージに対応する。
＊5:.グローバル設定.Clock.Source=Internalのときは受信しない。Auto.(MIDI),.Auto.(USB)のときは受信する。
＊6:.グローバル設定.En.Rx.Transport=Onのときは受信する。
＊7:.送信はプログラム設定.CV.IN.Mode=Modulation、グローバル設定.Poly.Chain=Masterのときに限り、MIDI.OUT端子に送信する。
　　受信はこの設定にかかわらずいつでも可能。

..

..

..

..

.. ＊4

..
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